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●今月の主なお知らせなど

柔道整復師の施術を受ける人へ
４月から国民年金保険料が変わります

米野岳中学校区４小学校閉校記念式典

山鹿市特定空家等除去促進事業補助金
出前講座・市長と語ろう

平成 29 年度　市税・国民健康保険税・後期
高齢者医療保険料・介護保険料納期一覧表

やまが総合スポーツクラブ・山鹿市スポーツ
少年団会員募集

春の全国交通安全運動の実施

在宅高齢者の福祉サービス

市長・市議会議長就任あいさつ、市議会議員紹介

鹿本町青年連絡協議会主催
〜特産イチゴで一期一会〜

パティシエ気分の食育体験
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４
月
の
広
報

　文章を書くのが好きなので、将来は子ども向
け雑誌の編集者になりたいです。運営委員長（児
童会長）として、学校を引っ張っていけるよう
なリーダーになりたいです。

坂本　芽
め

依
い

さん
中富小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです
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13 出前講座・市長と語ろう
14 山鹿市特定空家等除去促進事業補助金

春の全国交通安全運動の実施
15 やまが総合スポーツクラブ・山鹿市スポーツ少

年団会員募集
16 在宅高齢者の福祉サービス
17 叙勲・表彰・各種大会出場などのご紹介
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23 新着図書ピックアップ

『やまが肝いりどん』通信
24 西南戦争と山鹿　第８回

消費生活相談
25 環境だより /OTASUKE 戦隊・助けるんジャー第 24話
26 わくわくネット
28 みんなの健康手帳

山鹿市民医療センター通信 vol.96
30 およろこび・うぶごえ・おくやみ
31 案内版
40 定例相談
41 オムロンハンドボール部

４月の休日在宅当番医・当番薬局
42 山鹿市地域包括支援センターだより
44 すくすく倶楽部

やまが職業相談総合センター

山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電話やパ
ソコンに電子メールで配信中です。まずはymg-c@one23.net へ
空メールを送ってください。会員登録案内メールが届きますので、
案内にしたがって登録してください。メールが届かない場合は、ド
メイン「ansin-anzen.jp」が受信できるように設定してください。

QRコード
問総務課情報管理室　☎ (43)1117

今月の表紙
食育体験　〜特産イチゴで一期一会〜

　鹿本町青年連絡協議会（富野世
せい

士
し

会長：会員50人）
が主催し、鹿本町の来民・稲田・中富の３小学校か
ら６年生約80人が参加。最初に伊藤将

まさ

宏
ひろ

さんのビ
ニールハウスで、特産の「ひのしずく（イチゴ）」の
収穫体験。次に場所を水辺プラザに移動して、市原
邦
くに

彦
ひこ

さんからジャムとアイスクリーム作りを学びま
した。中学校入学を前に、良い思い出ができました。

イチゴ収穫体験の様子



3　2017.4　広報やまが

　
平
成
29
年
３
月
末
を
も
っ
て
、
米
野
岳
中
学
校
区
の
米

田
・
千
田
・
米
野
岳
・
山
内
の
４
小
学
校
が
閉
校
し
ま
し
た
。

長
き
に
わ
た
り
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
き
た
４
校

は
４
月
に
統
合
し
、
旧
米
田
小
学
校
の
場
所
に
「
め
の
だ

け
小
学
校
」
が
開
校
し
ま
す
。

　
４
校
で
は
在
校
生
と
地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
閉
校

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
様
子
と
各
校
代
表

者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

閉
　
校

　
あ
り
が
と
う
。

　
　  

　
そ
し
て
さ
よ
う
な
ら
。

米田小学校

千田小学校

山内小学校

米野岳小学校
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校長　篤
と く

永
な が

高
た か

志
し

さん
　本校は、平成 29 年３月末日をもって
90 有余年の歴史に終止符を打つことにな
りました。閉校することは悲しいことで
すが、私はこのたびの閉校は、新生「め

のだけ小学校」につながる前向きの、発展的な閉校とと
らえています。
　これからも「地域とともにある学校」として、児童の
皆さんはもとより、保護者・地域住民の皆さんとともに、
手を携えて新しい歴史を刻んでいきましょう。

PTA 会長　井寺博
ひ ろ

信
の ぶ

さん
　ひと雨ごとに、春の色が濃さを増すの
を感じるなか、多くの皆さまに見守られ
ながら閉校式を行うことができました。
記念式典での校歌斉唱・校旗返還は、卒

業生として、地域の人としていろいろな思いが重なり、
涙を流さずにはいられませんでした。
　児童たちの学習発表会も、米田愛を感じるなかにも「め
のだけ小学校」につながる素晴らしい発表でした。統合
し、めのだけ小学校となりますが、未来ある子どもたち
の声が響き渡るのが楽しみになりました。

児童代表　松尾和
か ず

倫
と も

さん
　僕はこの米田小学校が大好きです。米
田小学校での６年間、たくさんの思い出
とかけがえのない仲間ができました。運
動会をはじめさまざまな地域の方々、そ

して仲間の存在が大きかったと思います。米田小学校は
友情いっぱいの自慢の学校です。ことしで幕を閉じ、僕
たちは卒業しますが、千田小、米野岳小、山内小のみん
なと協力して、めのだけ小学校をさらにすてきな学校に
してくれると信じています。
　ありがとう米田小学校、さようなら米田小学校。

閉校準備委員会会長　廣瀬克
か つ

巳
み

さん
　大正 15 年の開校以来、5,500 人以上の
子どもが勉強した米田小学校が閉校する
ことは大変寂しいです。しかし、平成 29
年から「めのだけ小学校」の学舎として

存続することになったのは、大変意義深く感じます。
　めのだけ小学校で勉強する子どもさんたちは、米田小
学校で勉強したことを十分に発揮して、今後社会に貢献
できる人になるように頑張ってください。
　最後に閉校行事にご協力いただきました全ての方に厚
くお礼申し上げます。

米
田
小
学
校

1参加者全員での校歌斉唱
2閉校記念碑の除幕式
3456児童による楽しい発表
7合唱部コメットによる合唱

1

　
３
月
５
日
、
米
田
小
学
校
体
育

館
で
閉
校
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
典
で
は
、
初
の
声
楽
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
決
め
た
合
唱
部
コ
メ
ッ

ト
が
歌
声
を
披
露
。
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
が
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
学
習
発
表
会
を
行

い
、
最
後
に
今
年
度
の
児
童
・
職

員
全
員
で
作
っ
た
合
唱
曲
「
ボ
イ

ス
」
を
歌
っ
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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校長　木下育
い く

代
よ

さん
　閉校式には 500人を超える方々に参加
をいただき、心から感謝申し上げます。閉
校実行委員や保護者の皆さまの率先した協
力やご参会の方々の温かい応援がすばらし

く、感動の式典となりました。千田の歴史や宝を表現す
る児童に、創立に尽力された方のご子孫も感謝されてい
ました。涙が何度も込み上げますが、卒業生と在校生さ
らに地域の方々をつなぐ機会となりました。千田小学校
が、多くの方々の心にいつまでも深く刻まれること、そ
して誇りを胸に未来に向かう児童の活躍を願います。

PTA 会長　船津隆
たかし

さん
　千田小学校は、142 年間地域の方々に
愛された学校でした。サプライズでくま
モンと一緒に楽しんだ最後の大運動会は、
みんなの思い出になりました。

　閉校式には、たくさんの卒業生や地域の皆さんにご来
場いただきました。校旗返納と参加者全員の校歌斉唱で
は、涙を流す人も多く見られました。閉校しても、皆さんの
心の中に永遠に生き続けていくことでしょう。千田っ子魂は
受け継がれていくと思います。閉校事業に携わっていただ
いた関係者と地域の皆様、ご協力ありがとうございました。

児童代表　服部由
ゆ う

希
き

さん
　僕たちの千田小学校は、はきはき伝え
る、にこにこあいさつ、きびきび行動を
みんなで努力して、毎日を過ごしてきま
した。６年間毎日通った学校がなくなっ

てしまうのが寂しくてたまりません。あふれる笑顔の中
で、何でも頑張ってきた千田小学校のことは、一人一人
の心の中でいつまでも輝き続けます。千田小学校で学ん
だことを誇りに、その千田っ子魂を持ち続けていきます。
今まで僕たちを見守り、育ててくれた千田小学校、本当
にありがとう。

閉校記念事業実行委員会会長　宇野彰
あきら

さん
　梅の花が満開の校庭での記念碑除幕式、
体育館での閉校式に、多数の皆さまにご来
校いただき、千田小学校142年の歴史に幕
を閉じることになりました。５・６年生の「千

田小歴史の旅」の発表が終わったとき、体育館の天井から
「ありがとう」と一雫の涙が落ちてきました。閉校事業を
進めるにあたり、関係者の皆さまの多大なご尽力に感謝申
し上げます。児童の皆さん、新しい小学校で勉学に励み、
21世紀を力強く生き抜き、22世紀の扉を開いてください。
　ありがとう千田小学校。

千
田
小
学
校

14全児童による合唱「ふるさと」
2お披露目された閉校記念碑
356児童による元気いっぱいの発
表。衣装が凝ってました

1

　
３
月
５
日
、
千
田
小
学
校
体
育

館
で
閉
校
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
典
で
は
千
田
小
創
設
の

父
と
い
わ
れ
る
大
河
原
氏
の
子
孫

大
河
原
博ひ

ろ

人と

氏
に
も
ご
来
場
い
た

だ
き
、
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
児
童
の
学
習
発
表
会
で

は
、
手
の
込
ん
だ
衣
装
に
身
を
包

ん
だ
劇
な
ど
が
行
わ
れ
、
千
田
小

学
校
の
最
後
に
ふ
さ
わ
し
い
、
思

い
出
に
残
る
式
典
と
な
り
ま
し
た
。
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校長　菊川博
ひ ろ

行
ゆ き

さん
　米野山の深い緑と岩原川の清流に包ま
れた自然あふれる米野岳小学校。閉校式
には多数の方々に参加をいただき、心か
ら感謝しています。大好きな米野岳小学

校は閉校となりますが、この米野岳小学校最後の児童と
して、夢と自信を持ち、輝かしい未来に向かって、果敢
に挑戦していってください。そして、ふるさと山鹿に誇
れる新しい「めのだけ小学校」を築いてくれることを信
じています。
　ありがとう米野岳小　めのっ子の絆いつまでも

PTA 会長　井手賢
け ん

一
い ち

さん
　米野岳小学校は千田・米田・山内の３
校と統合となり、この３月で閉校となり
ます。子どもたちは、寒い日も暑い日も
元気いっぱいな笑顔で通学してきました。

閉校後はその姿が見られなくなると思うと寂しい気持ち
になります。これからは、新しい学校へ元気よく通学す
る子どもたちをしっかり見守っていきたいと思います。
　最後に、閉校式にはたくさんの方々にご参加いただき、
ありがとうございました。PTAを代表して厚くお礼を
申し上げます。

児童代表　米加田朝
あ さ

妃
ひ

さん
　141 年の伝統と歴史ある米野岳小学校、
いよいよ閉校となりました。私たち６年
生は「一致団結」のクラス目標のもと、
下級生の手本となり尊敬される最後の卒

業生になろうと１年間頑張ってきました。一つ一つの行
事にも全校みんなで一生懸命取り組み、最高の思い出に
することができました。そんな学校が閉校することは本
当に寂しいです。しかし、ここで学んだことを誇りに、
さらに前進していきます。
　ありがとう米野岳小　めのっ子の絆いつまでも

閉校記念事業実行委員会会長　原文
ふ み

雄
お

さん
　厳粛な中、閉校式が執り行われました。
141年間、多くの卒業生を送り出してきた
米野岳小学校、さまざまな思い出が心に
残っているのではないでしょうか。学校は

閉校しますが、閉校記念碑はこれからもずっとあの場所に
立ち続けるでしょう。記念碑を見て学校を思い出してくだ
さい。これからは、新めのだけ小学校として出発しますが、
今まで同様協力・応援していきます。閉校記念事業に協力
していただいた皆さまに厚くお礼申し上げます。
　ありがとう米野岳小学校、さようなら米野岳小学校。

米
野
岳
小
学
校1参加者全員での校歌斉唱

2お披露目された閉校記念碑
3児童による元気いっぱいの発表
456米野岳小名物ストンプ。とて
もかっこ良かったです。

1

　
２
月
26
日
、
米
野
岳
小
学
校
体

育
館
で
閉
校
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
典
の
前
に
行
わ
れ
た

記
念
碑
除
幕
式
に
は
、
米
野
岳
中

学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
も
参
加
。

除
幕
式
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。
式
典
第
２
部
で
は
「
米
野
岳

小
学
校
の
あ
ゆ
み
」
と
題
し
た
映

像
の
上
映
、
第
３
部
で
は
児
童
発

表
を
行
い
、
米
野
岳
小
名
物
の
ス

ト
ン
プ
が
最
後
を
飾
り
ま
し
た
。

4

2

5

3

6
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校長　船津龍
た つ

雄
お

さん
　山内小学校創立 140 周年、そして閉校
記念の年に校長として籍を置くことを大
変誇りに思います。校訓「清く　明るく
　たくましく」には、素直で、明るく、

心身ともにたくましく育ってほしいとの地域の願いがこ
もっています。
　山内校区の皆さまの思いを受けて、今後とも新たな学
校が、地域の中心となり、文化の中心になりますよう、
皆さまの変わらぬご支援をお願いします。閉校記念事業
に携わった全ての方々に感謝申し上げます。

育友会会長　髙木利
と し

也
や

さん
　運動会や手芸品展などは、地域の皆さ
まから支えられてきた行事でした。卒業
生の一人として、長年続けてきたものを
閉校により最後にすることは寂しいです

が、来年度から新しい「めのだけ小」として歴史が始ま
るのを校区の一員として見守っていきたいと思います。
　これまで閉校記念事業の中で、式典並びに記念碑の設
置、記念誌の編集にご尽力いただいた関係者の皆さまに、
心より感謝申し上げます。

児童代表　髙木一
か ず

真
ま

さん
　僕たちの学校は 140 年という長い歴史
があります。最後の卒業生は５人という
少ない人数になったけれど、在校生がい
たからいろいろなことに挑戦することが

できました。また、保護者や地域の方々がいつも温かく
見守り、支えて下さったから山内小学校で楽しく過ごす
ことができました。
　学校は閉校してなくなってしまうけれど、僕の心の中
に永遠に残ります。ありがとう、みなさん。ありがとう、
山内小学校。

閉校記念事業実行委員会会長　竹下一
か ず

矢
や

さん
　山紫水明の地にある山内小学校から4,015
人の卒業生を送り出し、140年の歴史に幕
を下ろすことになりました。多くの方々か
らのご芳志により記念誌を編さんし、記念

碑を建立することで、山内小学校ここにありと残影を刻み、
心に残る閉校式になりました。記念事業推進のためご尽力
くださった実行委員の方々に心からお礼を申しあげます。
今後は、千田、米野岳、山内、米田の４校が統合し、現在
の米田小の地に「めのだけ小学校」として創立されます。
今後の児童の皆さんのより良い成長をご祈念申しあげます。

山
内
小
学
校

1記念碑除幕後の記念撮影
2児童による校旗の返納
3参加者全員での校歌斉唱
4卒業生森賢

けん

治
じ

さんの思い出発表
567児童による発表

3

　
２
月
26
日
、
山
内
小
学
校
体
育

館
で
閉
校
記
念
式
典
・
１
４
０
周

年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
卒
業
生
に
よ
る
思
い
出

発
表
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
昔
話

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
山
内
小
と
い
え
ば
、
平
成
27
年

度
に
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
た

自
転
車
部
が
有
名
で
す
。
め
の
だ

け
小
学
校
で
も
伝
統
を
受
け
継
い

で
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

4

7

1

6

2

5
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市
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
「
や
ま
が
の

経
済
の
飛
躍
」「
人
が
創
る
地
域
と

未
来
」
を
方
針
と
す
る
地
方
創
生
に

向
け
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
次
に
掲
げ
る
項
目
を
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
１
点
目
に
、
最
大
の
課
題
で
あ
り

ま
す
人
口
減
少
の
克
服
に
向
け
、
力

強
く
歩
み
始
め
た
山
鹿
市
総
合
戦
略

「
新
養
蚕
産
業
構
想
・
菊
鹿
ワ
イ
ナ

リ
ー
構
想
・
山
鹿
灯
籠
ジ
ャ
パ
ン
ブ

ラ
ン
ド
構
想
」
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
魅
力
、
価
値
を
掘
り
起
こ
し
、
磨

き
を
か
け
、
情
報
発
信
す
る
な
ど
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
地

域
経
済
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
２
点
目
に
、
に
ぎ
わ
い
創
出
を
含

め
た
中
心
市
街
地
の
課
題
解
決
に
向

け
た
方
向
付
け
を
行
い
、
中
心
部
の

活
力
を
生
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
３
点
目
に
、新
焼
却
施
設
の
建
設
、

学
校
再
編
、
第
２
次
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
整
備
と
い
っ
た
社

会
資
本
整
備
を
着
実
に
効
果
的
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
４
点
目
に
、
２
０
１
９
年
開
催

の
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手

権
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

２
０
２
０
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機

と
し
た
国
内
外
戦
略
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
５
点
目
に
、
市
民
生
活
や
産
業
活

動
を
支
え
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
最
適

整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
６
点
目
に
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
心
も
体
も
輝
く
よ
う
な

“
人
輝
く
や
ま
が
”
づ
く
り
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
人
口
減
少
の
問
題
を
は
じ

め
、さ
ま
ざ
ま
な
懸
案
事
項
に
対
し
、

真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
活
力
と
活

気
に
満
ち
、
市
民
一
人
一
人
が
幸
せ

を
感
じ
、
山
鹿
に
住
み
た
い
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
、
と
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
、
未
来
創

り
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
決
意

で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

市
議
会
議
員
20
人
が
決
ま
る

　
任
期
満
了
に
伴
う
山
鹿
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
１
月
29
日
に
行
わ
れ
、

即
日
開
票
の
結
果
、
現
職
15
人
、
新
人
５
人
の
20
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
議
員
20
人
を
、
議
席
順
に
紹
介
し
ま
す
。

山鹿市長

中
な か

嶋
し ま

　憲
け ん

正
せ い

山
鹿
市
議
会
議
員
名
簿
　
議
長
　
永
田
　
健
・
副
議
長
　
藤
原
　
豊

議
席

番
号

氏　
　
名

住　
　
所

常
任
委
員
会
・
役
職
等

1

立
山
大
二
朗
山
鹿　
（
山
鹿
）
建
設
経
済
委
員

2

小
川　
榮
二
岩
野　
（
鹿
北
）
総
務
文
教
委
員

3

芋
生
よ
し
や
中　
　
（
山
鹿
）
市
民
福
祉
委
員

4

勢
田　
昭
一
上
永
野（
菊
鹿
）
総
務
文
教
委
員

5

有
働　
辰
喜
合
里　
（
鹿
央
）
市
民
福
祉
委
員

6

服
部　
香
代
山
鹿　
（
山
鹿
）
市
民
福
祉
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員

7

冨
田　
弘
海
池
永　
（
菊
鹿
）
建
設
経
済
副
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員

8

永
田　
　
健
多
久　
（
鹿
北
）

9

冨
丸
洋
一
郎
下
分
田（
鹿
本
）
総
務
文
教
副
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
長

10

藤
本　
峰
秀
山
鹿　
（
山
鹿
）
総
務
文
教
委
員

11

北
原　
昭
三
平
山　
（
山
鹿
）
市
民
福
祉
委
員

12

芹
川　
正
美
庄　
　
（
鹿
本
）
市
民
福
祉
委
員
、
議
会
運
営
副
委
員
長

13

藤
原　
　
豊
上
内
田（
菊
鹿
）
建
設
経
済
委
員

14

平
井　
邦
廣
木
野　
（
菊
鹿
）
市
民
福
祉
副
委
員
長

15

吉
本　
政
幸
千
田　
（
鹿
央
）
総
務
文
教
委
員

16

池
田　
誠
一
杉　
　
（
山
鹿
）
総
務
文
教
委
員

17

堀　
　
茂
幸
久
原　
（
山
鹿
）
建
設
経
済
委
員

18

永
田　
紘
二
方
保
田（
山
鹿
）
建
設
経
済
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員

19

横
手　
啓
介
山
鹿　
（
山
鹿
）
建
設
経
済
委
員

20

寺
崎　
勇
児
山
鹿　
（
山
鹿
）
総
務
文
教
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員

●
市
議
会
と
は

�

　
市
議
会
は
、
市
民
か
ら
選
ば
れ
た
議
員
で
構
成
さ
れ
、
市
の
予
算
や
条
例
な
ど

の
重
要
な
事
項
を
審
査
し
、
決
定
す
る
機
関
（
議
決
機
関
）
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、

市
長
は
「
行
政
」
と
し
て
市
政
を
実
際
に
行
い
ま
す
（
執
行
機
関
）。

�

　
議
会
と
行
政
は
、
お
互
い
に
独
立
し
た
立
場
で
考
え
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
住

民
生
活
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
常
任
委
員
会
と
は

�

　
山
鹿
市
議
会
で
は
、
総
務
文
教
・
市
民
福
祉
・
建
設
経
済
の
３
つ
の
常
任
委
員

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
温

か
い
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
引
き
続

き
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
２
月
の
市
長
就
任
以

来
、
３
期
12
年
間
、
市
民
の
融
和
と

市
域
の
一
体
的
な
発
展
を
願
い
、
社

会
資
本
整
備
の
着
実
な
推
進
を
図
り

つ
つ
、
行
財
政
改
革
に
も
意
欲
的
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
本
市
の
将
来
都

市
像
の
実
現
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
第
２
次

山
鹿
市
総
合
計
画
の
基
本
姿
勢
と
し

て
掲
げ
る
「
人
を
創
る
」「
経
済
を

創
る
」「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
創

る
」
の
３
本
の
柱
の
深
化
と
、
山
鹿

や
ま
が
未
来
創
り
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平
素
か
ら
、
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
初
議
会
に
お
い
て
、

議
員
各
位
よ
り
第
４
代
山
鹿
市
議
会

議
長
に
ご
推
挙
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
は
、
私
に
と
っ
て
身
に
余
る
光
栄

で
あ
り
ま
す
と
同
時
に
、
そ
の
職
責

の
重
大
さ
を
痛
感
し
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る

べ
く
、
議
決
機
関
と
し
て
の
果
た
す

べ
き
使
命
を
十
分
に
認
識
し
、
本
市

の
更
な
る
飛
躍
の
た
め
誠
心
誠
意
取

り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
地
域
主
権
や
地
方
創
生
が

叫
ば
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
が
、
私

た
ち
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
近
隣

自
治
体
同
様
、
人
口
の
減
少
や
高
齢

化
が
進
み
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
も

の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
福
祉
施
策
の
充
実
、
中
山
間
地

域
や
商
店
街
の
活
性
化
対
策
、
高
度

情
報
化
の
促
進
な
ど
取
り
組
む
べ
き

課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
方
で
は
、
こ
う
い
う

と
き
に
こ
そ
山
鹿
に
し
か
な
い
地
域

の
中
の
多
様
な
資
源
や
、
生
活
の
中

で
培
わ
れ
て
き
た
一
人
一
人
の
知
恵

を
出
し
生
か
す
こ
と
や
、
相
互
の
協

力
に
よ
り
結
集
し
た
身
近
な
地
域
の

力
が
、
今
こ
そ
試
さ
れ
発
揮
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と

も
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

と
き
だ
か
ら
こ
そ
選
ば
れ
た
私
た
ち

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
と
、

議
決
機
関
と
し
て
の
緊
張
関
係
を

持
っ
て
職
責
を
果
た
す

山鹿市議会議長

永
な が

田
た

　健
け ん

思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
豊
か
で
人
情
に
あ
ふ
れ
た
環

境
の
中
、
健
や
か
に
育
つ
子
ど
も
た

ち
が
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
姿

や
、
地
域
行
事
に
多
く
の
方
が
参
加

し
楽
し
く
ふ
れ
あ
う
姿
が
見
ら
れ
る

ふ
る
さ
と
山
鹿
。
す
べ
て
の
方
々
が

共
に
笑
顔
を
交
わ
し
山
鹿
ら
し
さ
を

誇
り
に
思
い
、
普
段
の
暮
ら
し
を
よ

り
大
切
に
し
て
い
け
る
こ
と
が
、
私

た
ち
ふ
る
さ
と
山
鹿
の
元
気
の
も
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
代
表

と
し
て
の
議
決
機
関
で
あ
る
私
た
ち

市
議
会
は
、
そ
の
環
境
を
整
え
る
た

め
市
の
施
策
を
き
ち
ん
と
チ
ェ
ッ
ク

し
、
執
行
部
と
向
き
合
い
与
え
ら
れ

た
使
命
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
市
議
会
運
営
で
は
、議
会
の
改
革
・

活
性
化
に
向
け
従
前
の
慣
例
に
と
ら

わ
れ
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
議
員
一
人

一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
線
で
意
見
を

交
わ
し
、
執
行
機
関
と
の
緊
張
関
係

を
保
ち
な
が
ら
真
摯
な
議
論
を
尽
く

し
、
よ
り
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

有
効
な
施
策
と
な
る
よ
う
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
の
議
会
活
動
に
お
き
ま
し
て

も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
な
お
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
議
長

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
委
員
会
は
、
議
会
の
内
部
組
織
と
し
て
、
そ
の
部
門
に
属
す
る
事
務

事
業
な
ど
に
関
し
調
査
を
行
い
、議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
、請
願
な
ど
を
専
門
的・

能
率
的
に
審
査
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
会
と
は

　
議
会
が
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
、
会
期
や
議
事
日
程
の
決
定
な
ど
議
会
運
営
の

全
般
に
つ
い
て
協
議
し
、
意
見
調
整
を
図
る
場
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
議
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局　
☎（
43
）１
６
３
４

山鹿市議会議場の様子（市役所５階）
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×○

柔
じ ゅ う

道
ど う

整
せ い

復
ふ く

師
し

（接
せ っ

骨
こ つ

院・整
せ い

骨
こ つ

院）の
施

せ

術
じ ゅ つ

を受ける人へ

健康保険などが使えるとき 健康保険などが使えないとき

　接骨院・整骨院での柔道整復師による施術には、国民
健康保険や後期高齢者医療保険などが使える場合と、使
えない場合があります。施術の前に下記の例を確認し、

ご自身の状況がどちらに当たるか確認しましょう。医療
費の適正な支出のため、治療を受けるときは負傷原因を
正確に伝えてください。

　●　�健康保険適用の場合には、施術を受けた接骨院・整骨
院から「療養費支給申請書」の署名、押印が求められ
ます。申請書に記載された内容をよく確認した上で、
署名や押印をしてください。

　●　�接骨院・整骨院から本市に提出された療養費支給申請
書の内容について、請求内容に誤りや不適切な点がな
いか確認するため、電話や訪問、文書で、負傷原因・

施術年月日・施術内容などを照会することがあります。
　●　�負傷部位・施術内容・施術年月日の記録・領収書など
を保管しておき、市から照会の際には、ご自身で正し
く回答してください。定期的に送られてくる「医療費
通知」も併せて確認してください。医療費の適正な支
出のため、ご協力をお願いします。

　●　��医師が骨折・脱
だっ

臼
きゅう

・打
だ

撲
ぼく

および捻
ねん

挫
ざ

など（いわゆ
る肉ばなれを含む）と診断、または柔道整復師に
判断されて施術を受けたとき（骨折と脱臼は、応
急手当てをする場合を除き、あらかじめ医師の同
意を得ることが必要）

　●　��骨・筋肉・関節のけがや痛みで、その負傷原因が
はっきりしているとき

　●　�疲労性・慢
まん

性
せ い

的な要因からくる肩凝
こ

りや筋肉疲労
　●　�脳

の う

疾
し っ

患
か ん

後遺症などの慢性病や症状の改善がみら
れない長期の施術

　●　�病院や診療所などで、同じ負
傷などを治療中のもの

　●　�労災保険が適用される仕事中
や通勤途上での負傷

●施術後の注意点

●施術の前に

肩凝りが…

問国保年金課　国民健康保険係　☎(43)1527　後期医療年金係　☎(43)1576

条件を満たさないと、健康保険は使えません

　厚生労働省は健康寿命の延伸・健康格差
の縮小のために「歩くこと」を推進していて、
本市でも健康づくりのためのウォーキング
を勧めています。ウォーキングをすること
で次のような効果が期待できます。
1健康増進・体質改善効果
　●　�血行が良くなり、善玉コレステロールが
増えることで、生活習慣病の予防・改善
に効果があります。

　●　�免疫力がアップして病気になりにくい体

をつくります。
2脳の活性化とストレス解消効果
　●　�足の裏からの刺激・周りの景色、音など
により五感を刺激し、脳が活性化します。

　●　�仕事や家事、身辺の雑事から離れて、気
分転換を図ることができます。

3ダイエット効果
　●　�糖質と脂肪を燃焼させ、肥満の予防や解
消に効果的です。

●健康のはじめの一歩は歩きから
●歩くたび新たな発見！心もからだもリフレッシュ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

山鹿市民歩こう運動

自
分
の
ペ
ー
ス
で
無
理
な
く

楽
し
く
歩
き
ま
し
ょ
う
！
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４月から国民年金保険料が変わります
平成29年度の国民年金保険料は月額16,490円です（平成30年度は月額16,340円です）。
※保険料は、物価や賃金の変動を反映し改定されます。

問国保年金課 後期医療年金係  ☎(43)1576
熊本西年金事務所　   ☎096(353)0142

　納付書で納める人には、１カ月分、６カ月分、1年分
の３種類の納付書が送付されます。６カ月分か１年分の
納付書で納めると前納割引があります。６カ月分の上期
（４月～９月分）、１年分の保険料は、５月１日㈪までに
納めてください。６カ月分の下期（10 月～平成 30 年３

月分）の保険料は 10月 31 日㈫までに納めてください。
　保険料は、各金融機関や郵便局、コンビニエンススト
アで納めてください。市役所（各市民センター）や年金
事務所の窓口では納めることができません。

　今年度から、納付書でも２年分まとめて納めること
（前納）ができるようになりました。２年分の納付書は、
申し込みをした人だけに送付されますので、希望する

人は市役所または年金事務所に申し込みをしてくださ
い。納付期限は６カ月分（上期）、１年分と同じく５
月１日㈪です。

■ 納付書で納める人

■ 口座振替で納める人

「使用期限」と表示のある納付
書は、使用期限を過ぎると使用
できません。ご注意ください。

　口座振替で納める人は、毎月末日（月末が土日、祝日
の場合は次の営業日）に引き落とされます。残高不足で
引き落としができなかったときは、次の月末にまとめて

引き落とされます。２カ月連続で引き落としができな
かったときは納付書が送付されますので、各金融機関や
郵便局、コンビニエンスストアで納めてください。

平成 29 年度保険料額表
納付方法 １カ月 ６カ月前納 １年前納 ２年前納

各月納付（納付書） 16,490 円 98,940 円 197,880 円 393,960 円

前　
納

納付書
（割引額）

16,490 円
（　　0円）

98,140 円
（　800円）

194,370 円
（3,510 円）

379,560 円
（14,400 円）

口座振替
（割引額）

16,440 円
（　�50円）

97,820 円
（1,120 円）

193,730 円
（4,150 円）

378,320 円
（15,640 円）

※�平成 29 年度の口座振替による１年前納および２年前納は、２月末日までに申し込みをした人に限ります。
※２年分は平成 29 年度（16,490 円）と平成 30 年度（16,340 円）の額で計算しています。

使用期限または納付期限
平

領 収 （ 納 付 受 託 ）済 通 知 書 国 民 年 金国 　 庫 　 金

年金特別会計 厚生労働省所管年度 取扱庁番号 取扱庁名

国 民 年 金 勘 定
保 険 料

円

円 円

(

納 付 期 間

～

年 月分

年

納 付 目 的

月分

年 月 日

国 民 年 金 保 険 料

あ て 先  歳 入 徴 収 官

〒100-8916 
東京都千代田区霞が関1-2-2

厚生労働省年金局事業管理課長

業 務 勘 定
延 滞 金 合 計 額

年

)

月 日

厚生労働省
所管

年金特別会計(0343)

領収(納付受託)日付印

（厚生労働省年金局送付用）

年度

納 付 書 発 行 年 月 日

24018 00066421 厚

翌年度５月１日以降現年度歳入組入

国 民 年生 労 働 省 （ 金 ）

納付場所　日本銀行本店、支店、代理店又は歳入代理店、納付受託機関、
　　　　　日本年金機構の年金事務所（詳しくは裏面をご覧ください。）

注　　意　延滞金は、督促を受けた場合に限り督促状に記載されている
　　　　　ところによって納付してください。

0343 6118

56005
基 礎 年 金 番 号

住所

様

氏名

収納   
区分 収 納 年 月 日   

2

2 4

3 3

Ｘ Ｘ

4 1

平

平 成

成

平 成

9999 9999999 999 9999999 99

9ZZZZZZ Z 9Z ZZZZ

99 99 9 999 99 Z9Z ZZZ Z 9

2成

Z9Ｘ Ｘ

2

９ ９ ９ - ９ ９ ９ ９

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

x

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

x

納付番号収納機関番号 確認番号

05000 9999 9999 99999999 99999 9

Ｃ
Ｖ
Ｓ
用

※裏面のご説明
　をご覧ください

こ
の
通
知
書
は

機
械
処
理
さ
れ
ま
す
の
で

汚
し
た
り

折
り
曲
げ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

年 金 局

（領収（納付受託）済通知書送付先）
  払込店が所在する各都道府県の日本年金機構事務センター内　厚生労働省年金局 

上記の合計額を領収しました。

毎月納付用６カ月分前納用１年分前納用

領収(納付受託)日付印

（厚生労働省年金局送付用）

領収(納付受託)日付印

（厚生労働省年金局送付用）

領収(納付受託)日付印

（厚生労働省年金局送付用）

領収(納付受託)日付印

（厚生労働省年金局送付用）

２９

納前

納前 期上 期下 ４

２９年 ４月 分 　
～ ３０年 ３月 分
を ま とめ て 納 付
す る ときに 使 用

　前納や各月など、納付される月分によって使用する「納付
書」が異なります。「領収（納付受託）日付印」欄、または

「納付期間」欄をご確認ください。

9

9

0

9 9 5 １

２９２９２９２９

国民年金保険料納付書 ( 見本 )

■昨年度との変更点

使用期限
平成29年５月１日
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納期月 納期限 固定資産税 市県民税 軽自動車税 国保税 後期保険料 介護保険料
４月 ５月１日㈪ １期
５月 ５月 31 日㈬ １期 全期※
６月 ６月 30 日㈮ １期 １期 ２期
７月 ７月 31 日㈪ ２期 ２期 １期
８月 ８月 31 日㈭ ２期 ３期 ２期 ３期
９月 10 月２日㈪ ４期 ３期
10 月 10 月 31 日㈫ ３期 ５期 ４期 ４期
11 月 11 月 30 日㈭ ６期 ５期
12 月 12 月 25 日㈪ ３期 ７期 ６期 ５期
１月 １月 31 日㈬ ４期 ８期 ７期
２月 ２月 28 日㈬ ４期 ９期 ８期 ６期
３月 ４月２日㈪ 10 期 ９期

※軽自動車税の口座振替に限り、納期限日ではなく５月 22日㈪が振替日になります。

●納付場所および納付方法
１　金融機関などの本店（所）または支店（所）
　�●鹿本農業協同組合　�●肥後銀行　�●熊本銀行
　�●熊本第一信用金庫　�●九州労働金庫
　�●九州内のゆうちょ銀行、郵便局（沖縄県を除く）
　※�郵便振替用紙（払込取扱票）であれば、全国で納付
できます。

　�●山鹿市役所（本庁または市民センター）
２�　全国のコンビニエンスストア（対応店は納税通知書
などをご参照ください）
　※�固定資産税・市県民税・軽自動車税・国民健康保険
税で表面にバーコードのある納付書のみ

●口座振替
　下記金融機関窓口で直接お申し込みください（山鹿市
内金融機関には申込書が備え付けてあります）。
　●鹿本農業協同組合　●肥後銀行　●熊本銀行
　●熊本第一信用金庫　●九州労働金庫　●ゆうちょ銀行
⑴�窓口に①預（貯）金通帳、②通帳使用印（お届け印）、
③納税・納入通知書をお持ちください。
⑵�１度登録すると翌年度からも継続して口座振替となり
ます（廃止の届け出がなければ登録されたままとなり
ます）。
⑶�納税義務者が変更になった場合など、改めて手続きが
必要な場合もあります。
⑷�利用申し込み月の翌月分から口座振替になります。
　※�開始月を翌々月以降にされた場合は、指定された月
分からになります。

⑸�納期限が月の初めの場合は前月分となりますので開始
月にご注意ください（上記一覧表参照）。

●督促手数料および延滞金
　納期限までに納付がない場合は、法令に基づき、督促
手数料・延滞金が加算されます。
●滞納処分
　督促状を発送した日から起算して 10 日を経過した日
までに完納されないときは、滞納者の財産を差し押えな
ければなりません。差押執行は法律に基づく強制徴収（執
行）です。
　事前通告なしに差し押えを執行する場合もあります
（差押予告書など事前通告を行う義務はありません）。
　納付が困難な場合は、必ず納税・納付の相談にお越し
ください。
●お問い合わせ先［かっこ内は担当業務］
税務課
　収納係［納税相談・滞納処分・口座振替］　☎（43）1144
　市民税係［市税・国民健康保険税］　☎（43）1120
　固定資産税係［固定資産税］　☎（43）1121
国保年金課
　国民健康保険係［保険証など］　☎（43）1527
　後期医療年金係［後期保険料］　☎（43）1576
長寿支援課
　長寿総務係［介護保険料］　☎（43）1180

税金は忘れずに納めましょう
平成 29年度　市税・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料納期一覧表

税金・料金の納付は、便利な
口座振替をご利用ください。
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●出前講座
　市政を分かりやすく伝えたり、郷土の歴史や文化、生活
の知恵などをお話ししたりします。関心ある市政情報な
ど、聞いてみたいテーマを下記のメニューから選んで“ご
注文”ください。市の担当職員などが、直接皆さんの所に
伺います。
　昨年度は、市民団体や社会福祉団体などからの申し込
みがありました。中でも「交通安全講座」「介護予防」「認
知症」「生活習慣病予防」「健康づくりのためのバランス
食」などのテーマが多く利用されました。

●市長と語ろう
　市政への提案や意見を聞き、市民の皆さんとの対話を
通して相互に理解を深め、市政へ反映していくため、市長
が直接皆さんの所に伺います。
　昨年度は、行政区や市民団体からの申し込みがあり、市
長と意見交換を行いました。

●「出前講座」「市長と語ろう」の利用申し込み
実施日▷土日、祝日、年末年始を除く日
申 し込みできる人▷主として山鹿市内に在住、また
は通勤、通学しているおおむね 10 人以上の団体、
グループなどでお申し込みください。ただし、政
治、宗教、営利目的の団体などについてはご遠慮
ください。

開 催時間など▷開催時間は１時間以内です。開始時
間は午前 10 時で、終了時間は遅くとも午後９時
までです。

会 場の手配など▷会場の手配や講座のお知らせ、当
日の進行などは申込者側でお願いします。

申 し込み方法▷出前講座は下記のメニューから希望
テーマを選んでください。
�　�開催希望日の１カ月前までに秘書企画課に直接お
越しいただくか、電話・FAXで申し込んでください。
※�「市長と語ろう」は、行政に対する苦情や要望を
受ける場ではありません。

分野 No. 講座名

市
民
の
く
ら
し

１ 社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）
２ やまがメイトの利活用
３ 自主防災組織育成講座
４ 交通安全講座
５ 人権のまちづくり講座
６ 男女共同参画（男女共同参画社会づくり）
７ 選挙〜なくそう棄権、出かけよう投票〜

８ 各種証明書はコンビニ交付で！マイナンバーカー
ドで便利になります

９ 市民税
10 固定資産税
11 ごみの分別・リサイクル
12 消費生活相談
13 山鹿の観光
14 景観まちづくり
15 鳥獣被害防止
16 山鹿市の下水道
17 山鹿市の水道
18 住宅用火災警報器の設置および維持管理
19 火災講話（火災への備え）
20 初期消火訓練（消火器取り扱い）
21 応急処置訓練（心肺蘇生法・応急処置）
22 防火講話（地震・その他の災害）
23 防火防災訓練（救急法・消火訓練・講話）

分野 No. 講座名

市
民
の
福
祉
と
健
康

24 障がい福祉
25 知っておきたい年金の話
26 よくわかる後期高齢者医療制度
27 国保でホッ！みんなの国民健康保険
28 いきいき介護予防
29 正しく理解しましょう！「認知症」
30 みんなで支える「介護保険制度」と「サービス」
31 介護保険料
32 在宅高齢福祉
33 子どもの健康づくり（食生活や予防接種等）
34 生活習慣病予防
35 健康づくりのためのバランス食
36 糖尿病（DM）の予防・教育（水・木曜日は除く）
37 家庭でできるリハビリ（火曜日は除く）
38 薬の基礎知識（金曜日の午後）
39 家庭でできるリンパマッサージ（月・金曜日のみ）
40 あなたの肝臓大丈夫？肝がんにならないためには（午後のみ）

教
育
・
文
化

41 もっと知りたい図書館のこと〜公共図書館の現状〜
42 再発見 ! 山鹿の歴史・地元の歴史

43 本物の古代に触れる　市立博物館とチブサン古墳（現地研修）
44 心とからだを育てる食
45 生ごみリサイクルを通した命の循環
46 子育てについて

▼平成 29 年度　出前講座メニュー

お気軽にご利用ください
出前講座・市長と語ろう

問秘書企画課　☎ (43)1110
FAX(44)0373

　市民の皆さんを対象に「出前講座」と「市長と語ろう」
を実施しています。利用を希望する団体はお申し込みく
ださい。

皆さんのところに伺います
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●空屋等を放置すると…

生活環境の悪化を招きます！

●解体の前に事前調査を受けてください

通行中の人や車両、隣家
への被害が生じる可能性
があります。

 建物・樹木などが倒壊、建材（瓦など）の飛散

 不審者などの侵入

 不法投棄や猫などの糞尿による悪臭や害虫の発生

放火などによる火災や、
未成年者の非行の温床と
なる可能性があります。

環境衛生上の問題が生じ
る可能性があります。

　倒壊などの事故、火災や犯罪発生の可能性がある「特
定空家等」の解体費用の一部を補助します。補助を受け
るためには事前調査が必要となりますので、希望する人
は申し込んでください。

１　補助の条件（下記の全てを満たすもの）
　●　�市内の特定空家等または特定空家等と同等の状態にあ
るもの

　●　近隣住宅や道路等に影響を及ぼす可能性があるもの
　●　市税を滞納していないもの
　●　�特定空家等に係る一切の権利および権限について、疑
義が解決しているもの

２　補助金の額

　解体工事に要する費用の２分の１以内の額で、60 万
円を上限とします。
※家具、機械などの移転や処分の費用は含みません。
※�建物の一部を解体するような工事は、補助の対象とな
りません。

３　事前調査の募集期間

　４月 11日㈫〜 28 日㈮

４　申し込み

　本庁防災対策課または各市民センターに備え付けの申
込用紙にご記入のうえ、期間内に提出してください。

空家等の解体費用を一部補助します
山鹿市特定空家等除去促進事業補助金

ドライバーの皆さん、新入学（園）児にご注意ください
春の全国交通安全運動の実施　４月６日㈭～ 15日㈯

問防災対策課　☎ (43)1113

問防災対策課　☎ (43)1113

　空家等を適切な維持管理を行わずに放置すると、周囲
にさまざまな悪影響を及ぼす可能性があります。管理不
足が原因で瓦や外壁が落下して、通行人に損害を与えた
場合など、建物の所有者・管理者がその責任を問われる
こともあります。しかし、解体には多額の費用が掛かる
ため、危険な空家等が放置されていることも多く、全国

的に問題となっています。
　そこで本市では、危険な空家等の解体費用を一部補助
する制度を設けました。

「空家等対策の推進に関する特別措置法」には・・・・・
　空家等は個人の資産であり、管理者、または所有者に
は、適切に管理する「責務」があると定められています。

　春は、新入学（園）児童が通学・通園を始める時期で
す。慣れない環境の中で交通事故の犠牲となることが心
配されます。また、県内の交通事故死者数の半数以上を
高齢者が占めていて、高齢者の交通事故防止も重要な課
題となっています。
　春の交通安全運動では「子供と高齢者の交通事故防止
～事故にあわない、おこさない～」を運動の基本とし、
次の３つの項目を運動の重点として推進します。

●重点１
　歩行中・自転車乗車中の交通事故防止
●重点２
　�後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイ
ルドシートの正しい着用の徹底
●重点３
　飲酒運転の根絶
※４月 10 日㈪は交通事故ゼロを目指す日です
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スポーツを始めませんか
やまが総合スポーツクラブ・山鹿市スポーツ少年団会員募集 問社会体育課　☎ (43)1150

種目 団体名 代表者 連絡先 練習日・時間 募集対象 主な練習場所

軟
式
野
球

山鹿少年野球 中原　忍
しのぶ

090(8665)7402 ��土、日������8:30〜13:00
��水、木����19:00〜21:00 小学１〜６年 鹿本グラウンド

鹿北少年野球クラブ 古川　春
しゅん

也
や

090(1925)9181 ��水、金����19:00 〜21:00
　　土　　�13:30〜16:30 小学１〜６年 鹿北グラウンド

菊鹿少年野球 渡辺　輝
てるあき

明 090(4775)2121
��水、木����19:30〜21:30
　　土　　�12:00〜16:00
　　日　　�10:00〜15:00

小学１〜６年 菊鹿運動広場
菊鹿小学校グラウンド

鹿央フェニックス 隈部　賢
けん

治
じ

090(3010)5381 ��火、木����19:00〜21:00
　　土　　���9:00〜12:00 小学１〜６年 鹿央運動公園

サ
ッ
カ
ー

スクデットＦＣ 詫間　孝
たかあき

明 090(2394)7448 ���水、金����19:00〜21:00 小学１年〜中学３年 鹿本グラウンド

FCドミンゴ鹿央 松井　英
ひであき

明
090(9577)5529
ホームページ

http://fcdomingo.jp/

水（未就学児・年中）19:30〜20:30
水、金（小学１〜３年）19:30〜21:00
月、水、金（〃４〜６年）　　����〃

未就学児〜小学６年 鹿央運動公園

山鹿サッカーアカデミー 古江　光
みつ

拡
ひろ 担当：小山
090(2710)0575 　　月　　�19:00〜21:00 中学１〜３年（男子） 鹿央運動公園

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

菊鹿クラブ 富田　顕
けんせい

正 090(3010)9102 火、木、土��19:30〜21:30 小学１〜６年（男子） 菊鹿多目的研修集会施設
城北体育館

菊鹿女子ＶＢＣ 石阪　宏
ひろ

未
み

090(4518)3140 ��火、木����19:30〜21:30 小学１〜６年（女子） 菊鹿多目的研修集会施設
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル

HC鹿北 井上　雄
ゆう

介
すけ

090(7467)3777 ��火、木����18:00〜19:30 小学１〜６年 鹿北体育センター

空
手
道

二法館空手道 阪梨　健
けん

090(2583)5114 月、水、金��19:00〜20:30 小学１年〜中学３年
（高校生〜社会人も可）

山鹿市総合体育館（月）
二法館空手道場（水、金）

菊鹿町空手道 角田　弘
ひろ

人
と

090(5082)9858 月、水、金��18:30〜20:00 小学１年〜中学３年 城北体育館

正道館空手道少年部 竹下　和
かずあき

昭 090(9470)7252 ��月、水����19:30〜21:00 小学１年〜中学３年 鹿央体育館

剣
道

不動剣友会 今村　泰
やすひさ

久 090(4356)9894 月、水、金��19:00〜20:30 小学１〜６年 山鹿市民武道館

鹿北小剣道クラブ 小笠原　司
つかさ

090(7986)5664 ��水、金����19:30〜21:30 小学１年〜中学３年 鹿北柔剣道場

　やまが総合スポーツクラブとは
　身近な地域で親しむことができる新しいタイプのス
ポーツクラブです。子どもから高齢者まで、さまざまな
スポーツを愛好する人々が、それぞれの志向・レベルに
合わせて参加できるという特徴を持ち、地域住民により
自主的・主体的に運営されています。入会を希望する人、
興味がある人は気軽にお問い合わせください。
●会費など　
入会金　1,000 円／年会費　学生会員 5,000 円、一般会
員 7,000 円／スポーツ安全保険料　中学生以下 800 円、
高校生以上 1,850 円、65歳以上 1,200 円

●平成 29 年度実施プログラム
�　バドミントン、バレーボール、陸上、ハンドボール、
バスケットボール、卓球、空手道、太極柔力球、健康ビー
チバレー、バウンドテニス、ラグビー、タッチラグビー、
ＧＫ（ゴールキーパー）スクール
※詳しくはホームページをご覧ください。
●申し込み方法など
　申込書と会費などを添えてお申し込みください。
　●　受付場所　山鹿市総合体育館内クラブハウス
　●　受付時間　�午前９時～午後５時　※火曜日休館
　●　電話番号　☎（43）0093
　●　ホームページ　http://www.yamaga-sports.com

　山鹿市スポーツ少年団とは
　日本体育協会が昭和�37（1967）年に「スポーツによ
る青少年の健全育成」を目的に日本スポーツ少年団を創
設しました。現在、山鹿市スポーツ少年団には市内各地
の 15 競技団体（下記一覧）が登録し、日ごろからそれ
ぞれのスポーツ活動に励んでいます。その他の活動とし

て、他の競技団体との交流会、チームや地域のリーダー
としての資質を学ぶリーダースクールへの参加、指導者
などを対象とした認定員養成講習会へも参加しています。
●申し込み方法など
　各団体とも随時入会者を募集中です。入会
を希望する人は、直接各団体の代表者へお問
い合わせください。
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負担金の種類
世帯の区分

生活保護世帯 住民税所得税非課税世帯
（均等割のみ課税世帯は対象）

設置費用負担金 700 円 2,100 円

撤去費用負担金 320 円    970 円

月々の負担金 360 円 1,100 円

　●　�内容
�　外出時のタクシー利用助成券を交付します。助成券枚
数は１カ月あたり４枚です（１枚あたり助成額 400 円）。
　●　�対象者の要件
�　家族による移送や路線バスなどの利用が困難で、次の
全てに該当する人
① 65歳以上の人
②�要支援か要介護の認定を受けているか、それと同等程
度の状態にあると認められる人
③�高齢者のみの世帯か、それと同等程度の状態にあると
認められる人
④住民税非課税世帯に属する人

　●　�内容
　自宅に夕食を届けます。
　●　�対象者の要件
�　次のいずれかに該当する人で、かつ、調理をすること
が困難な人
① 65歳以上の高齢者のみの世帯の人
②�居宅介護サービス計画書か介護予防サービス計画書で
サービスの必要性が認められる人

　●　�利用の方法
�　市への利用申請後に対象と認められた人
は、市が登録している配食事業者と契約
し、料金を直接事業者に支払います。料金
やその支払い方法は事業者によって異なり
ます。

　●　�内容
�　緊急通報装置を自宅に設置します。病気や事故などの
緊急時にボタンを押すと看護師が対応し、通報内容から
救急車の要請や、親族・協力員への連絡などを行います。
　●　�対象者の要件
次の３つの要件を全て満たす人
⑴ �65 歳以上の一人暮らしか一人暮らしに相当すると認
められる人

⑵�生活保護世帯か住民税所得税非課税世帯（均等割のみ
課税世帯は対象とする）に属する人
⑶次のどちらかに該当する人
　①�発作などの突発的な症状で生命に危険が生じる恐れ
がある人

　②�下肢機能の虚弱などで転倒の恐れがある人

●緊急通報システム事業

●外出支援タクシー利用助成 ●食の自立支援事業

※負担金の割合
生活保護世帯…システム賃借費用の 10分の１
住民税非課税世帯など…システム賃借費用の 10分の３

　●　�利用者の負担金

急病などの緊急時 装置のボタンを
押してください

通報内容から救急車の
手配などを行います

委託先の看護師に
つながります

一人暮らし高齢者などの生活を支援します
在宅高齢者の福祉サービス 問長寿支援課　☎ (43)1180

　山鹿市に住んでいる在宅高齢者を対象に、福祉サービス事業を実施しています。内容や利用するための要件は次の
通りです。利用を希望する人はお問い合わせください。



17　2017.4　広報やまが

●瑞宝双光章（教育功労）
竹下哲

て つ

也
や

さん　芋生（鹿北）
　長年にわたる教職歴の中で、常に
教育に情熱を注ぎ、生徒や保護者・
地域社会からの信頼を得て職責を果
たし、教育行政の発展にも尽力され
たことが認められ、受章されました。

●サッカー日本代表 U-15 に選出
荒木遼

りょう

太
た

郎
ろ う

さん／米野岳中学校３年
合里（鹿央）
　サッカーの日本代表U-15（15 歳
以下の代表）に選出されました。代表
の一員として、2019 年のU-17 ワー
ルドカップ出場を目指します。

●第43 回郡市対抗熊日駅伝
　第７区区間賞
新田颯

はやて

さん／千原台高校１年　中（山鹿）
　２月12 日に行われた大会で、新田
さんは第７区（7.6 キロ）の区間賞
を獲得しました。

叙勲・表彰・各種大会出場などのご紹介

●2016 年度ソニー子ども科学教育プログラム優秀校
稲田小学校（川野富

ふ

士
じ

夫
お

校長）
　科学が好きな子どもを育てることを目指すソニー子ど
も科学教育プログラムで、３年連続の受賞となりました。

左から堀田浩
こう

一
いち

郎
ろう

教育長、宮﨑清
きよ

美
み

教諭、川野富士夫校長、
中嶋憲

けん

正
せい

市長

●第41 回ごはん・お米とわたし作文・図画コンクール
①文部科学大臣賞　八幡小学校３年　平木慎

し ん

晟
せ い

さん
②熊本県知事賞　　　　　　〃４年　香本夏

な つ

輝
き

さん
③熊本県JA中央会会長賞　    〃１年　香本栞

し お

莉
り

さん
④学校奨励賞　八幡小学校
　JA グループが主催するコンクールで、八幡小学校の
３人の児童が作文の部に入賞しました。

左から香本夏輝さん、平木さん、香本栞莉さん

●第40 回全国高等学校ハンドボール選抜大会出場
　第11 回春季全国高等学校演劇研究大会出場
城北高校女子ハンドボール部、演劇部
　県大会、九州大会を勝ち抜き、全国大会へ出場します。

女子ハンドボール部、演劇部の皆さんと中嶋憲
けん

正
せい

市長（中央）

●熊本県内初の「えるぼし認定企業」
医療法人春

しゅん

水
す い

会（水足秀
しゅう

一
い ち

郎
ろ う

理事長）
　女性活躍推進に関
する取り組みが優秀
な企業として、熊本
労働局から「えるぼ
し認定企業」に認定
されました。県内初
の認定となります。 左から水足理事長と中嶋憲

けん

正
せい

市長

※学生は受賞時点の学年を記載しています。

●熊本城マラソン2017 ①歴史めぐりフルマラソン優勝
　②金栗記念熊日30 キロロードレース敢闘賞
①岡山春

は る

紀
き

さん／東京農業大学４年　下永野（菊鹿）
②渡邉暁

あ き

雄
お

さん／熊本山鹿RC（山鹿市役所勤務）　相良（菊鹿）
　２月19 日の大会で、岡山さんはフルマラソンで初優
勝。渡邉さんは熊日30 キロロードレースで、熊本県出身
者の最高位となり、敢闘賞を受賞しました。

岡山さん 渡邉さん
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街角ぐるっとナビ 
日本遺産の認定を目指して
…菊池川流域日本遺産認定推進フォーラム  ２月 21 日

これからの山鹿を考える
…山鹿市内青年団体交流会　　　　　      ２月 21 日

　山鹿市、玉名市、菊池市、和水町、熊本県で組織す
る菊池川流域日本遺産認定推進協議会が、八千代座で
フォーラムを開催しました。公益社団法人日本観光振興
会特別研究員の丁

ちょう

野
の

朗
あきら

先生を講師に招き「日本遺産と地
域活性化への期待」と題して講演。本協議会は、ことし
４月の日本遺産認定を目指して活動しています。丁野先
生は「菊池川流域の４市町が、2000 年前から続く米作
り文化を共通のストーリーとしながら、４つの個性を出
すことが大事。認定がゴールではなく、認定後の人材育
成を行い、地域の元気につなげることが重要です」と熱
弁しました。

講演する丁野先生座談会の様子。各団体の PR を行っています

　山鹿市民交流センターに市内の青年団体 11 団体 75
人が集まり、座談会を開催。山鹿灯籠まつりをテーマに、
課題や今後の取り組みなどを話し合いました。この会
は、昨年まで主にレクレーションなどを開催してきまし
たが、今回幹事となった山鹿市商工会青年部（冨丸寛

ひろ

之
ゆき

部長）の発案で、座談会の実施を決定。冨丸部長は「郷
土を愛する有志一同の参加ありがとうございます。各団
体の会員数を足しても268人で、山鹿市の人口比率0.5％
にすぎませんが、このエネルギーは本市の未来に欠かせ
ないものです」と力強くあいさつ。活発な意見交換が行
われ、夜の懇親会も大いに盛り上がりました。

私たちは　ぜったいに　火あそびはしません
…八玉保育園幼年消防クラブへ鼓笛隊セットを寄贈　３月２日
　春季火災予防運動期間中のこの日、山鹿市幼少年女性
防火委員会（阿蘇品洋

よう

介
すけ

会長）から八玉保育園（山下ト
キエ園長）幼年消防クラブに対し、鼓笛隊セットが寄贈
されました。これは一般財団法人自治総合センターが、
宝くじの助成金で実施するコミュニティ助成事業を活用
したものです。
　山下園長は「いただいた鼓笛隊セットを来年度からの
イベントに活用し、大切に使用して代々伝えていきたい
と思います」と話しました。園児たちは新しい楽器に目
を輝かせ、最後に「防火の誓い」を元気いっぱいに唱和
してくれました。

鼓笛隊セットを受け取った園児の皆さん

安心して暮らせる福祉のまちを目指して
…第４回山鹿市障がい者支援地域福祉セミナー　２月 25 日
　障がい者支援地域福祉セミナーを山鹿健康福祉センター
で開催し、市民や民生委員、福祉や教育関係者など約75
人が参加。このセミナーは障がいについて市民の理解を深
める機会を増やし、障がい者の皆さんが住み慣れた地域で
安心して自分らしく暮らすために、地域で見守り支え合う
体制づくりを目指して開催したものです。山鹿温泉リハビ
リテーション病院臨床心理士の宮﨑優

ゆう

子
こ

さんが「発達障が
いについて」の講話を行いました。要約筆記の実演もあり、
参加者はメモを取りながら熱心に話を聞いていました。
※�要約筆記とは…聴覚障がい者への情報提供手段の一つで、
話している内容を要約し、文字として伝えること。

メモを取りながら話を聞く参加者。右のスクリーンでは要約筆記の実演
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五穀豊穣を祈る伝統の踊り
…長坂区なれなれなすび踊り奉納　　　　　 ３月 11 日
　長坂地区（山鹿）の厳

いつく

島
しま

神社で、五穀豊穣を祈る伝統
の「なれなれなすび踊り」が奉納されました。
　３月とはいえ夜は冷え込むこの時期。午後８時から神
事を行った踊り手や歌い手らは、踊りが始まるまで拝殿
で直

なお

会
らい

。そこでたっぷりと酒を飲みます。午後10時にな
ると、狩

かり

衣
ぎぬ

というたった１枚の衣装に身を包んだ踊り手
６人が「みんみら三つよさ　イヨサ　なれなれなすびの
ん　ヤアコレナ」で始まる歌と太鼓の音に合わせて、太
鼓の回りを踊ります。最初は寒さに震えていた踊り手も、
激しい踊りと酒が回るのも手伝って汗だくに。最後は千
田川沿いの「年の神」に移動し、再び踊りを奉納しました。

山鹿の宝物が日本の宝物へ
…方保田東原遺跡出土品の国重要文化財指定答申 ３月 10 日

拝殿での踊りの様子

山鹿市出土文化財管理センターに収められた出土品の数々

　国の文化審議会は、方保田東原遺跡から見つかった石
いし

庖
ぼう

丁
ちょう

形
がた

鉄
てっ

器
き

、巴
ともえ

形
がた

銅
どう

器
き

、家
いえ

形
がた

土
ど

器
き

など 952 点の出土品を、
国の重要文化財に指定するよう文部科学大臣に答申しま
した。指定されれば、山鹿市では八千代座に続く２件目
の指定となり、考古資料としては初めての指定となりま
す。この遺跡は昭和 30 年から旧山鹿高校（現在の鹿本
高校）考古学部が発掘調査を行い、昭和 48 年からは山
鹿市教育委員会が調査を引き継いでいます。
　文化審議会は「わが国の多様な弥生文化のひとつの在
り方を示すものとして、学術的価値が高い」と評価しま
した。

女子ハンドボール選手権まであと1000日！
…2019 女子ハンドボール世界選手権大会 1000 日前イベント　３月５日
　2019 年に山鹿市を含む県内 4会場で開催される女子
ハンドボール世界選手権大会の 1000 日前にあたるこの
日、山鹿市総合体育館で 1000 日前決起大会が行われま
した。池田永

えいじつ

実副市長、日本ハンドボール協会蒲生晴
せいめい

明
副会長、県ハンドボール協会島田俊

としろう

郎会長ら関係者がく
す玉を割り、同世界選手権の成功に向けて力を結集して、
機運を高めていくことを誓いました。
　また同日、熊本城二の丸広場で 2019 年に熊本で開催
される２つの国際スポーツ大会（同世界選手権とラグ
ビーワールドカップ）のカウントダウンボードの除幕セ
レモニーも行われました。

力強い「頑張ろう！三唱」で決起大会を締める池田副市長

９年目の「たけんこ街道」開催中です！
…第９回「たけんこ街道」発表会　　 　　３月 10 日
　ことしで９年目を迎える「たけんこ街道」の開催を前
に、鹿北市民センターで発表会を実施。鹿北町内の９店
舗が特産のタケノコを使った料理を披露し、参加した関
係者や親子が試食を楽しみました。
　ことしはテーマを「どの年代も楽しめるたけんこ街道」
として、チラシを作ったり、塗り絵はがきを使ったＰＲ
作戦をしたりしています。
　「たけんこ街道」は４月 21 日㈮までの間、参加９店
舗で期間限定のタケノコ料理を食べられます。詳しくは
たけんこ街道協議会（山鹿市商工会鹿北支所）にお問い
合わせください。問☎ (32)2068

お店の人から料理の説明を聞く親子



場広の ● 掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、原稿や写真を山鹿市役所秘書企画課へ
郵送または持参してください。

● 誌面の都合で掲載を調整する場合があります。

広報やまが　2017.4　20

鹿本農業高校食品加工部　　　　　
出会いの輪

　鹿本農業高校食品加工部が昨年 11 月に東京で
行われた「ご当地！絶品うまいもん甲子園」に出
場。「山鹿がーるキーマカレー」を出品し、審査
員特別賞を受賞しました。その特典として、九州
地方のファミリーマート、サークル Kサンクスの
約 1,100 店舗で、２月中旬の期間限定で商品化さ
れました。
　この大会は農林水産省と一般社団法人全国食の
甲子園協会が主催する、地域食材を生かした高校
生の料理コンテストです。同
部は昨年８月に行われた熊本
大会を見事優勝し、全国大会
へ出場したものです。
　実際の商品を試食した中嶋

「山鹿がーるキーマカレー」が期間限定で商品化されました
憲正市長は「おいしい！カレーも凝ってるし、卵
が半熟なのがいい」と絶賛。「このような皆さん
の若い発想、取り組みを山鹿市のいろいろな分野
につなげていければ」と話しました。

報告に訪れた食品加工部の皆さん

山
鹿
だ
い
す
き
！

も
て
○ま

る

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
朝
市
）

◦�

日
時
　
４
月
９
日
㈰

　
　
　
　
午
前
８
時
〜
11
時

◦
場
所
　
さ
く
ら
湯
前
広
場

◦�

内
容
　
野
菜
や
手
作
り
品
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

山
鹿
つ
た
え
た
い

山
鹿
も
て
な
し
た
い

　
山
鹿
の
魅
力
を「
市
民
力
で
発
信
」

す
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

◦�

日
時
　
４
月
10
日
㈪

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
９
時

◦
場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
松
崎

☎
０
９
０（
４
５
１
２
）４
９
３
３

交
流
会
と
勉
強
会

難
病
友
の
会
き
ず
な
の
会

　
き
ず
な
の
会
で
は
、
指
定
難
病
医

療
受
給
者
を
対
象
に
、
交
流
会
と
勉

強
会
を
行
い
ま
す
。
受
給
者
証
の
活

用
の
仕
方
や
、
こ
と
し
で
終
了
す
る

経
過
措
置
認
定
な
ど
、
わ
か
り
や
す

く
お
伝
え
し
ま
す
。

　
交
流
会
で
は
、
難
病
を
持
つ
人
同

士
の
情
報
交
換
会
を
行
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
本
人
が
出

鹿
校
通
こ
い
の
ぼ
り
ま
つ
り

鹿
校
通
区

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
、
こ
と
し
も
鹿
校
通
公
園
に

こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
す
。

◦
期
間
　

　
４
月
22
日
㈯
〜
５
月
30
日
㈫

◦
場
所
　
鹿
校
通
公
園

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
栗
原

☎
０
９
０（
５
９
３
０
）４
０
５
６

春
う
ら
ら
コ
ン
サ
ー
ト

山
鹿
市
民
合
唱
団

　
熊
本
地
震
・
東
日
本
大
震
災
被
災

地
の
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
と
、

強
く
生
き
ぬ
く
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
ま
ち
づ
く
り
継
続
の
た
め
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。

◦�

日
時
　
４
月
２
日
㈰

　
午
後
１
時
半
開
場
、
２
時
開
演

◦
場
所
　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
文
化
ホ
ー
ル

◦
入
場
料
　
無
料

◦�

内
容
　
團だ

ん

伊い

く

ま

玖
磨
作
曲
混
声
合
唱

組
曲
「
大
阿
蘇
」
他

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
葊
重

☎
０
９
０（
３
４
１
０
）３
１
９
６

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
を
く
れ
ま
す

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

◦
日
時
・
内
容

　
４
月
９
日
㈰
午
前
10
時
〜
10
時
半

　
山
鹿
中
学
校
太
鼓
部

　
山
鹿
中
学
校
吹
奏
楽
部

　
４
月
23
日
㈰
午
前
10
時
〜
10
時
半

　
子
ど
も
三
味
線

　
子
ど
も
灯
籠

◦
場
所
　
さ
く
ら
湯

◦
参
加
料
　
無
料

山
鹿
の
宝
探
し

「
や
ま
が
」宝
探
し
わ
く
わ
く
塾

　
山
鹿
の
宝
を
市
民
で
探
し
ま
す
。

◦�

日
時
　
４
月
19
日
㈬
　
午
後
７
時

◦�

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦�

内
容
　
意
見
交
換

　「
10
年
後
の
山
鹿
」

　「
山
鹿
の
新
し
い
動
き
」

◦
問
い
合
わ
せ
先
　

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

（
山
鹿
も
て
な
し
た
い
　
山
本
）

席
で
き
な
い
場
合
は
、
代
理
の
人
の

出
席
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時
　
４
月
26
日
㈬
午
後
１
時
半

◦�

場
所
　
山
鹿
保
健
所

◦�

対
象
　
指
定
難
病
医
療
受
給
者
証

を
持
つ
人
や
そ
の
家
族

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
大お

お
し
ろ代

☎
０
９
０（
８
９
１
５
）５
３
３
１
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と
も
び
き
塾

夢
想
庵

◦
日
時
　
４
月
11
日
㈫
　
午
後
７
時

◦�

場
所
　
夢
想
庵

◦�

内
容
　
香こ

う
ら
ん
し
ゃ

蘭
社�

楽ら
く
や
き焼
上う

わ

絵え

体
験

教
室
（
先
着
15
人
　
要
予
約
）

◦�

講
師
　
伊
万
里
有
田
焼
伝
統
工
芸

士
　
立
石
郁い

く

子こ

さ
ん

◦
会
費
　
５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　
葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

※
ミ
ニ
陶
器
市
も
開
催
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
43
）２
２
１
１

山
鹿
俳
句
会　

会
員
募
集

山
鹿
俳
句
会

　
年
齢
や
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
句
会
　
第
１
・
３
火
曜
日
　

◦�

会
費
　
月
千
円
※
文
化
協
会
費
と

し
て
、
年
千
円
必
要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
中
原

☎（
43
）２
５
４
４

麦
わ
ら
ぼ
う
し
マ
ル
シ
ェ

麦
わ
ら
ぼ
う
し

◦
日
時
　
４
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◦�

場
所
　
三
岳
ふ
る
さ
と
市
場

◦�

内
容
　
手
作
り
品
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
池
田

☎
０
９
０（
５
４
７
８
）５
８
１
６

朝
ヨ
ガ 

参
加
者
募
集

YAM
AG

A

カ
ザ
ミ
ド
リ

　
講
師
を
招
き
、
１
時
間
程
度
の
ヨ

ガ
を
開
催
し
ま
す
。
少
人
数
な
の
で

初
心
者
で
も
安
心
で
す
。

◦
日
時
　
第
１
・
３
土
曜
日

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
10
時

◦�

場
所
　
レ
ス
ト
ラ
ン
＆
カ
フ
ェ

YA
M
AG
A

カ
ザ
ミ
ド
リ

◦�

参
加
料
　
千
円
（
飲
み
物
付
き
）

◦�

定
員
　
５
人
（
先
着
順
）

◦�

準
備
物
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
持
っ
て

い
な
い
人
は
予
約
時
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
横
手

☎（
41
）６
１
１
３

と
み
マ
ル
シ
ェ

富
田
電
工
㈱

　
た
く
さ
ん
の
お
店
が
並
び
、
野
菜

や
弁
当
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
１

日
楽
し
め
る
内
容
で
す
。
ぜ
ひ
ご
家

族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
　
４
月
23
日
㈰
　
午
前
10
時

◦�

場
所
　
富
田
電
工
㈱
（
山
鹿
１
７

７
番
地
）

※�

駐
車
場
は
旧
九
州
電
力
山
鹿
営
業

所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
富
田

☎
０
９
０（
６
７
７
１
）８
０
８
１

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ (44)4835

▶ポポロ 22 周年記念企画「さくら展」
　 ・服部秋彦さん他 14 人
　　期間　４月１日㈯～ 10日㈪
　 ・山口輝也さん他 15 人
　　期間　４月 11日㈫～ 20 日㈭
　 ・小材啓治さん他 16 人
　　期間　４月 21日㈮～ 29 日㈷

※�日曜日定休。時間は 11：30 ～ 21：00
　（最終日は 15：00 まで）

｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設展示場）
問☎ (36)3838

▶おし花展
　坂本富さん、矢野トキ子さん
　期間　４月１日㈯～ 15日㈯
▶小物と草木染展
　期間　４月 16日㈰～ 30 日㈰
※月曜日休館。時間は 10：00 ～ 17：00

第
27
回

「
春
の
唄
と
踊
り
夢
ま
つ
り
」

山
鹿
市
山
鹿
文
化
協
会

　
唄
、
踊
り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
、

12
団
体
に
よ
る
楽
し
い
共
演
で
す
。

◦�

日
時
　
４
月
９
日
㈰

　
午
後
０
時
開
場
、
０
時
半
開
演

◦
場
所
　
八
千
代
座

◦
入
場
料
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎（
43
）２
３
４
３
（
高
巣
）

☎（
43
）０
０
０
１
（
堀
川
）

弓
道
教
室
受
講
生
募
集

山
鹿
市
弓
道
協
会

　
社
会
人
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
弓
具

は
弓
道
協
会
で
準
備
し
ま
す
。

原
田
歌
謡
塾

15
周
年
記
念
発
表
会原

田
歌
謡
塾

◦�

日
時
　
４
月
22
日
㈯
　
午
前
９
時

受
け
付
け
、
９
時
半
開
演

◦
場
所
　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
文
化
ホ
ー
ル

◦
入
場
料
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
原
田

☎（
32
）４
３
１
７

天て

ん

聽ち
ょ
う

マ
ル
シ
ェ 

ｖ
ｏ
ｌ
．15

天
聽
の
蔵

　
歴
史
が
息
づ
く
旧
酒
蔵
に
、
た
く

さ
ん
の
す
て
き
が
大
集
合
す
る
１
日

で
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
　
４
月
２
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◦
場
所
　
天
聽
の
蔵

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
澤
田

☎
０
９
０（
５
４
７
３
）６
６
７
７

◦�

期
間
　
５
月
９
日
㈫
〜
９
月
29
日

㈮
　
毎
週
火
・
金
曜
日

◦
時
間

　
昼
の
部
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
夜
の
部
　
午
後
７
時
半
〜
９
時

◦�

場
所
　
山
鹿
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
弓
道
場

◦�

受
講
料
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０（
３
６
０
５
）５
０
５
５

（
池
田
）

☎
０
７
０（
５
４
１
５
）５
４
４
４

（
打う

ち

浪な
み

）
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市　民　文　芸

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句
　
二
月
例
会

互
選
句

健
康
食
品
　
何
に
効
く
と
か
き
ゃ
忘
れ

中
島
　
絢
子

健
康
食
品
　
飲
ん
で
長
生
き
認
知
症

中
満
　
甘
柿

健
康
食
品
　
テ
レ
ビ
見
よ
る
と
ど
れ
も
良
か

井
上
芙
美
子

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
二
月
例
会

新
谷
不
動
選

見
え
て
来
た
　
庭
先
き
ィ
樽
担
ぎ
出
し

藤
本
　
白
扇

春
よ
来
い
　
拉
致
で
苦
し
む
家
族
に
も

宮
川
　
幸
代

え
ー
と
　
馬
刺
何
ン
ト
ン
食
う
た
ろ
か

小
水
流
繁
富

見
え
て
来
た
　
親
よ
り
遺
産
介
護
さ
す

荒
木
又
衛
門

打
ち
破
り
　
窓
か
ら
車
舞
い
落
ち
る

坂
口
ノ
リ
コ

荒
木
ト
ン
ボ
選

見
え
て
来
た
　
雲
間
に
眩
し
ご
来
光

遠
藤
　
上
気

大
物
ぞ
　
鑑
定
団
も
唸
ら
し
た

長
野
　
お
節

春
よ
来
い
　
つ
い
口
ず
さ
む
早
春
賦

松
尾
　
精
郎

打
ち
破
り
　
勝
利
の
向
こ
に
陽
が
昇
る

小
林
　
　
香

見
え
て
来
た
　
富
士
の
お
山
は
日
本
一

鳥
巣
万
年
青

鹿
本
短
歌
会
　
二
月
詠
草

大
友
清
子
選

冬
枯
れ
の
草
花
を
ぬ
く
ま
っ
す
ぐ
に
土
の
見
え
く
る
よ
ろ
こ
び
持
ち
て
　
吉
岡
　
孝
子

白
村
江
の
敗
戦
き
の
ふ
の
ご
と
く
し
て
山
城
跡
に
お
ぎ
ろ
な
し
陽
は
　
　
大
友
　
清
子

冬
川
に
小
魚
漁
り
飛
び
ゆ
け
る
翡
翠
の
背
る
り
色
ひ
き
て
　
　
　
　
　
　
今
村
久
美
子

石
人
短
歌
会
　
二
月
例
会

富
田
豊
子
選

孫
婿
が
私
を
お
ん
ぶ
し
て
く
れ
し
酉
年
元
旦
最
高
の
今
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
み
ち
え

寒
風
に
頭
垂
れ
た
る
楓
の
葉
わ
が
人
生
の
や
う
な
姿
に
も
　
　
　
　
　
　
田
代
　
春
美

カ
ー
テ
ン
を
引
け
ば
青
空
今
朝
も
晴
れ
日
向
ぼ
こ
す
る
冬
日
が
眩
し
　
　
上
妻
千
佐
子

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会

雑
草
は
し
ば
し
抜
く
ま
じ
枯
色
の
芝
生
の
中
の
せ
め
て
も
の
春
　
　
　
　
関
　
ケ
イ
子

何
げ
な
く
庭
を
の
ぞ
め
ば
し
だ
れ
梅
東
風
吹
く
風
に
ゆ
れ
て
華
や
ぐ
　
　
鶴
田
　
美
昭

竹
林
は
か
ぐ
や
の
里
と
思
ひ
た
し
堀
り
し
竹
の
子
や
は
ら
に
寝
か
す
　
　
山
口
　
信
博

鹿
北
短
歌
会

熊
本
城
爪
痕
ふ
か
き
記
事
映
像
涙
か
わ
か
ず
年
を
越
え
な
む
　
　
　
　
　
徳
永
　
則
子

病
室
の
ベ
ッ
ド
で
天
井
見
上
げ
れ
ば
ラ
イ
ト
の
数
が
星
空
に
見
ゆ
　
　
　
古
川
　
恵
子

わ
が
生
れ
し
日
も
雪
降
り
し
と
母
云
い
き
米
寿
迎
え
し
今
日
も
雪
舞
う
　
西
牟
田
節
代

菊
鹿
短
歌
会
　
二
月
詠
草

元
旦
の
早
朝
に
見
る
能
舞
台
連
獅
子
は
舞
ふ
不
穏
な
時
代
を
　
　
　
　
　
渕
上
　
修
次

両
側
の
桜
は
い
ま
だ
芽
吹
か
ぬ
に
み
ゆ
き
坂
行
く
人
の
絶
え
ざ
り
　
　
　
長
野
　
節
子

枯
芝
に
降
り
た
る
霜
の
白
銀
の
き
び
し
き
光
り
励
み
と
も
見
て
　
　
　
　
中
原
ち
え
子

鹿
央
短
歌
会
　
二
月
作
品

大
寒
を
忘
れ
ず
侘
助
開
き
出
し
つ
ぼ
み
も
次
々
葉
の
下
に
待
つ
　
　
　
　
東
　
よ
り
子

ト
ラ
ン
プ
は
め
く
っ
て
み
な
い
と
解
ら
な
い
吉
と
出
る
の
か
凶
と
出
る
の
か
　�

江
藤
美
知
子

縁
の
下
に
飼
ひ
た
る
鶏と

り

の
卵
と
る
戦
後
ま
ず
し
く
児
に
食
は
す
た
め
　
　
立
山
　
〆
子

三
岳
短
歌
会
　
一
月
例
会

待
つ
人
も
な
き
と
思
へ
ど
寒
の
日
の
灯
ら
ぬ
家
の
坂
登
り
ゆ
く
　
　
　
　
中
原
　
節
子

山
茶
花
の
樹
下
に
散
り
し
赤
き
花
そ
の
ま
ま
に
し
て
迎
ふ
る
元
旦
　
　
　
戸
次
　
幸
子

時
折
は
凧
糸
見
え
ぬ
空
の
は
て
冬
野
の
風
に
操
ら
れ
を
り
　
　
　
　
　
　
田
中
美
千
代

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

薄
氷
の
藻
を
さ
そ
い
つ
ゝ
流
れ
ゆ
く
　
　
　
松
本
　
洋
子

余
寒
な
お
解
体
待
ち
の
青
い
屋
根
　
　
　
　
丸
山
　
澄
子

冬
耕
の
頭
ほ
ど
な
る
土
塊
か
な
　
　
　
　
　
吉
岡
由
美
子

タ
ッ
プ
俳
句
会
　

山
口
信
博
選

手
は
衣お

と

し囊
芹
は
ま
だ
か
と
土
手
を
ふ
む
　
　
大
薗
美
奈
子

白
球
に
心
騒
つ
く
春
日
か
な
　
　
　
　
　
　
村
上
　
真
一

水
仙
の
切
り
口
は
瀞と

ろ

季
を
活
け
　
　
　
　
　
山
本
　
け
い

鹿
本
町
俳
句
教
室
　
二
月
例
会

利
光
釈
郎
選

薄
氷
を
除
け
て
手
に
受
く
神
の
水
　
　
　
　
坂
田
　
昭
代

野
も
山
も
歌
う
が
如
く
春
来
た
る
　
　
　
　
戒
田
喜
久
子

薄
氷
割
り
て
遊
べ
る
童
か
な
　
　
　
　
　
　
福
島
　
幸
代

山
鹿
俳
句
会
　
二
月
例
会

利
光
釈
郎
選

枝
折
戸
は
手
作
り
と
い
ふ
石
蕗
の
花
　
　
　
大
林
　
信
子

虫
眼
鏡
の
ぞ
い
て
一
句
冬
木
の
芽
　
　
　
　
近
藤
　
律
子

華
や
ぐ
や
寒
中
巡
る
ふ
れ
太
鼓
　
　
　
　
　
中
原
　
英
明
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　　　　　　　　『やまが肝いりどん』通信　　問地域生活課　☎ (43)1114
★登録に必要なもの
①�結婚相談登録申込書（山鹿市ホームページからダウ
ンロードできます）
②�写真２枚（過去１年以内に撮影したもので、顔が
はっきり写っていてお見合い用にふさわしいもの）
③運転免許証など本人確認ができるもの
④印鑑（申込書に押印）

※�肝いりどんとは、本市が行う結婚支援「やまが肝い
りどん」事業の相談員です。

〜〜〜登録者を募集しています〜〜〜
　「そろそろ結婚したいと考えているが相手がいない」
「異性と知り合うきっかけがない」「婚活って、どんなこ
とをしたらいいの？」など、婚活を始めようとお考えの
人は、やまが肝いりどん事業へ登録しませんか。
　結婚を希望する50 歳未満の独身の人で、山鹿市に住
んでいるか、結婚後に山鹿市に居住する人であれば、ど
なたでも登録できます。登録後は、担当肝いりどん※と
の面談で、あなたの結婚観やお相手のご希望を伺い、信
頼を深めることから始めます。その後、１対１のお見合
いによる出会いの機会を提供します。お見合いイベン
トなどの情報も優先的にお知らせします。登録料、お見
合い料、成婚料などの費用は不要です。
　登録のお申し込みは、お近くの肝いりどん、または地
域生活課で受け付けています。

千代田区溜池にある中央救急病院に、
地下鉄の人身事故で瀕死の重傷を負っ
た女性が運び込まれた。ほどなく結婚
する予定の彼女。担当チームは左脚の
裂傷の高度な縫合手術に挑む…。
話題の石原慎太郎の新刊です。 催

し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鹿本市民センター２階視聴覚室
・水曜日の上映会　アンコール上映
　「そして父になる」
　▷４月26日㈬　午前10 時から（121分）
山鹿市民交流センター中会議室１
・２週連続子ども上映会「げんきげんきノンタン」まつり
　「スプーンたんたんたん」４月23日㈰午後２時から（40分）
　「はみがきしゅこしゅこ」４月30日㈰午後２時から（40分）
ひだまり図書館
・土曜日のおはなし会　午後２時から
　▷４月１日㈯・８日㈯・15日㈯・22日㈯・29日㈷
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷４月４日㈫・11日㈫・18日㈫・25日㈫
・�山鹿でがんばる企業は「アースアテンド(株)」をご紹介！
・文学コーナーは「本屋大賞」を展示中
こもれび図書館　
・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷４月１日㈯・８日㈯・15日㈯・22日㈯・29日㈷
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷４月６日㈭・13日㈭・20日㈭・27日㈭
・「熊本地震から１年～熊本地震から学ぶ防災」館内展示中
・�「育てる・飾る・愛でる」植物の育て方や、フラワーア
レンジメントに関連した本をご紹介！

休
館
日

ひだまり図書館
４月３日㈪・10日㈪・17日㈪・24日㈪
こもれび図書館
４月５日㈬・12日㈬・19日㈬・26日㈬

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

【ひだまり】
【こもれび】

【ひだまり】
【こもれび】

九州ツーリングの “ 鉄板ルート ”11 エ
リアを紹介するほか、九州旅イチ押し
スポット、ご当地ラーメン、夢の沖縄
ツーリングなどを収録。
この春、出掛けてみませんか？
（データ：2017 年２月現在）

『ツーリングガイド九州・沖縄』
株式会社枻出版社

『救急病院』
石原慎太郎 / 著　幻冬舎 / 出版

新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

山鹿市立図書館よりお知らせ

おはなしの部屋にかわいい手作りの牛乳パッ
クイスが届きました。自主講座「パッチワー
ク中級」の皆さんの手作りのイスです。ひ
だまり図書館と、こもれび図書館に合わせて
24 個。一針一針心を込めて作っていただい
たイスに子どもたちも大喜びです。
大人が座っても大丈夫 !! 皆さんもぜひ座り
に来てください。
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西
南
戦
争
の
終
結

　
前
回
は
第
三
次
か
ら
第
五
次
ま
で
の
山
鹿
口
の
戦
い
の
結

果
、
山
鹿
に
政
府
軍
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
後
の
西
南
戦
争
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

「
城じ

ょ
う

東と
う

会か
い

戦せ
ん

」

　
山
鹿
や
田た

原ば
る

坂ざ
か

で
敗
退
し
た
薩
軍
は
そ
の
後
も
な
お
隈わ

い

府ふ

（
菊
池
市
）
や
植
木
で
抵
抗
を
続
け
ま
し
た
。
政
府
軍
は
南
下

を
続
け
る
と
と
も
に
、
長
崎
か
ら
新
た
な
援
軍
を
船
で
八
代
へ

上
陸
さ
せ
て
、
薩
軍
の
補
給
路
を
断
ち
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

政
府
軍
は
熊
本
城
に
籠ろ

う

城じ
ょ
うし

て
い
た
鎮ち

ん

台だ
い

兵へ
い

の
救
援
に
成
功
し

た
の
で
す
。
状
況
が
不
利
に
な
っ
た
薩
軍
は
、
山
鹿
口
の
戦
い

の
約
１
カ
月
後
の
明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
４
月
19
日
、
状
況

を
打
開
す
る
た
め
木き

山や
ま

（
上
益
城
郡
益
城
町
）
に
拠
点
を
置
い

て
、
現
在
の
大
津
町
か
ら
御
船
町
ま
で
の
南
北
20
㎞
ほ
ど
に
部

隊
を
配
置
し
て
「
関
ヶ
原
の
戦
い
以
来
、
最
大
の
野
戦
」
と
い

わ
れ
た
戦
い
に
臨の

ぞ

み
ま
し
た
。
こ
の
「
城
東
会
戦
」
と
呼
ば
れ

た
戦
い
で
は
薩
軍
が
有
利
に
戦
い
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
御

船
と
大
津
で
政
府
軍
に
敗
れ
た
た
め
作
戦
を
変
え
て
矢や

部べ

（
山

都
町
）
へ
の
撤
退
を
決
め
、
戦
い
が
終
わ
り
ま
し
た
。

戦
い
の
終
わ
り

　
戦
況
が
不
利
と
な
っ
た
薩
軍
は
、
直
ち
に
東
京
を
目
指
す
と

し
て
い
た
方
針
を
改
め
て
、
人
吉
を
拠
点
と
し
て
鹿
児
島
・
宮

崎
両
県
に
あ
た
る
三さ

ん

州し
ゅ
う（

薩さ
つ

摩ま

・
大お

お

隅す
み

・
日ひ

ゅ
う
が向

）
の
支
配
を
固

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
政
府
軍
は
さ
ら
に
追

撃
を
進
め
、
人
吉
周
辺
で
１
カ
月
近
く
両
軍
の
戦
闘
が
続
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
薩
軍
が
敗
れ
、
戦
場
は
宮
崎
、
鹿
児
島
方
面

へ
と
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。
野の

満み
つ

長ち
ょ
う

太た

郎ろ
う

が
率
い
る
協
同
隊
な

ど
の
党と

う

薩さ
つ

諸し
ょ

隊た
い

も
薩
軍
本
隊
に
従
っ
て
、
８
月
15
日
に
和
田
峠

（
宮
崎
県
延の

べ

岡お
か

市
）
で
最
後
の
戦
い
に
臨
み
ま
し
た
。
こ
の
頃

に
は
約
５
万
人
の
政
府
軍
に
対
し
て
、
薩
軍
は
党
薩
諸
隊
を
合

わ
せ
て
も
３
千
人
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
薩
軍
は
こ
の
戦

い
に
も
敗
れ
、指
揮
を
し
た
西さ

い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

は
翌
16
日
に「
解か

い

軍ぐ
ん

の
令
」

を
出
し
て
「
戦
い
を
続
け
る
こ
と
も
政
府
軍
へ
降
伏
す
る
こ
と

も
各
自
の
自
由
」
と
し
ま
し
た
。
野
満
は
こ
れ
を
受
け
て
政
府

軍
に
降
伏
し
、
そ
の
後
、
懲
役
５
年
の
判
決
を
受
け
て
東
京
で

刑
に
服
し
ま
し
た
。
服
役
中
は
漢
学
の
知
識
を
認
め
ら
れ
て
、

他
の
受
刑
者
た
ち
に
読
み
書
き
を
教
え
る
役
目
を
引
き
受
け
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
２
年
後
に
罪
を
赦ゆ

る

さ
れ
、
野
満
は
山
鹿
に

戻
っ
て
穏
や
か
な
余
生
を
過
ご
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
戦
い
を
続
け
る
こ
と
を
選
ん
だ
西
郷
ら
は
政
府
軍
の

包
囲
を
突
破
し
て
、
９
月
１
日
に
鹿
児
島
へ
と
戻
り
ま
し
た
。

３
５
０
人
ほ
ど
に
な
っ
た
薩
軍
は
鹿
児
島
市
の
城
山
に
立
て
こ

も
っ
て
抵
抗
を
続
け
ま
し
た
が
、
24
日
に
西
郷
が
切
腹
し
て
、

よ
う
や
く
戦
い
が
終
わ
り
ま
し
た
。

西
南
戦
争
の
結
果

　
日
本
で
最
後
の
内
戦
と
な
っ
た
西
南
戦
争
は
約
７
カ
月
に

わ
た
っ
て
熊
本
県
を
は
じ
め
大
分
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県

で
戦
闘
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
戦
争
に
よ
っ
て
両
軍
合
わ
せ
て

１
万
３
千
人
を
超
え
る
戦
死
者
を
出
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
政

府
は
当
時
の
税
収
の
ほ
と
ん
ど
を
こ
の
戦
争
で
使
い
果
た
し
ま

し
た
。そ
の
結
果
、財
政
危
機
が
起
こ
り
経
済
が
不
安
定
と
な
っ

た
た
め
に
多
く
の
農
民
が
没ぼ

つ

落ら
く

し
て
、
地
主
ら
と
の
貧
富
の
差

が
拡
大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
江
戸
時
代
ま
で
戦
い
は
武
士
が
行

う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
戦
争
で
は
徴
兵
制
に

よ
っ
て
一
般
の
人
々
を
組
織
し
た
政
府
軍
が
勝
利
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
こ
の
後
も

身
分
を
問
わ
ず
徴
兵
制

に
よ
る
「
国こ

く

民み
ん

皆か
い

兵へ
い

（
国

民
全
員
で
国
を
守
る
政

策
）」
が
定
着
化
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

問
社
会
教
育
課　
☎（
43
）１
６
５
１

注
文
し
て
い
な
い
の
に
健
康
食
品
が

送
ら
れ
て
き
た
！

【
事
例
】

●　

 「
注
文
の
あ
っ
た
健
康
食
品
を
代
金
引
換
で
送
る
」

と
電
話
が
あ
っ
た
。「
注
文
し
た
覚
え
は
な
い
」

と
伝
え
る
と
「
確
か
に
注
文
し
て
い
る
。
代
金
は

２
万
円
。
支
払
わ
な
い
と
訴
え
る
」と
脅
さ
れ
た
。

経
済
的
に
ゆ
と
り
が
な
い
の
で
、
そ
ん
な
に
高
い

健
康
食
品
を
注
文
す
る
は
ず
が
な
い
。
翌
日
、
業

者
が
言
っ
た
と
お
り
商
品
が
届
い
て
し
ま
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●　

 

健
康
食
品
の
電
話
勧
誘
販
売
で
「
断
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
商
品
が
送
ら
れ
て
き
た
」「
買
う
と
は

言
っ
て
い
な
い
の
に
商
品
が
届
い
て
し
ま
っ
た
」

な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
費
者
が

承
諾
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
的
に

商
品
を
送
り
付
け
ら
れ
た
場
合
、
代
金
支
払
い
の

義
務
は
な
く
、
受
け
取
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

●　

 

勧
誘
さ
れ
て
も
、
必
要
な
け
れ
ば
は
っ
き
り
と
断

り
ま
し
ょ
う
。
業
者
名
や
連
絡
先
を
確
認
し
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。

●　

 

商
品
が
届
い
て
し
ま
っ
て
も
、
安
易
に
受
け
取
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※�

お
困
り
の
際
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）１
５
７
９

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

第８回

城山のふもとに立つ西
郷隆盛銅像（鹿児島市）
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問環境課  ☎(43)7211

環境だより環境だより

　タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や

　火
入
れ
行
為
か
ら
の

   

延
焼
に
よ
り

　　第 24 話  　山 火 事 に 注 意 ！ ！

②②

山鹿市消防本部　連載

③③ ①

④④

　気
候
が
よ
く
な
る

　
　
　
　
　こ
の
時
季
は

　そ
こ
で
注
意
し
な
い
と

い
け
な
い
こ
と
が
・
・

ド
ラ
イ
ブ
や
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
に
よ
る
入
山
者
が
多

く
な
り
ま
す

『野焼きは法律で禁止
　　されています！！』

楽
し
い
思
い
出
に
す
る

　
　
　
　
　
　 

た
め
に

林
野
火
災
　多
発

出
掛
け
る
と
き
は

　携
帯
用
灰
皿
の
使
用
や
、

火
入
れ
を
行
う
と
き
は

　そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ

　
　
　う
に
し
ま
し
ょ
う

時
季
で
も
あ
る
の
で
す

が

す
る

　　野外焼却 ( 一部の例外を
　除いて ) を行ったものは罰
　則が科せられます。
　『罰則の例外規定』
　①国又は地方公共団体がそ
　　の施設の管理を行うため
　　に必要な焼却
　②震災、その他災害の予防
　　応急対策又は復旧のため
　　に必要な廃棄物の焼却
　③風俗習慣上又は宗教上の
　　行事を行うために必要な
　　廃棄物の焼却 ( どんどやなど )
　④農業、林業又は漁業を営
　　むためにやむを得ないも
　　のとして行われる焼却
　　( 焼き畑、魚網のごみなど )
　⑤たき火その他日常生活を
　　営む上で通常行われる廃
　　棄物の焼却であって軽微
　　なもの ( 落ち葉たきなど )

火の用心 山火事

　
本
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
燃
や
す
ご
み
の
重
量
の
４

割
を
占
め
る
「
家
庭
の
台
所
か
ら
出

る
生
ご
み
」
の
自
家
処
理
を
推
進
す

る
た
め
、
堆
肥
化
を
目
的
と
し
た
生

ご
み
処
理
機
器
の
購
入
者
に
対
し
、

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
を
行
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
機
器

　

●
　�

生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス

ト
）：
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
た

め
の
容
器

　

●　

 

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
器
：
生
ご

み
の
水
分
を
機
械
的
に
除
去
し
減

量
化
ま
た
は
堆
肥
化
す
る
た
め
の

機
器
（
１
年
以
上
の
品
質
の
保
証

が
さ
れ
た
物
に
限
る
）

●
補
助
金
額

　
購
入
額
（
税
込
み
）
の
２
分
の
１

を
補
助
。
生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン

ポ
ス
ト
）
は
上
限
３
千
円
で
、
１
世

帯
に
つ
き
２
基
ま
で
。
電
動
式
生
ご

み
処
理
機
器
は
上
限
３
万
円
で
、
１

世
帯
に
つ
き
１
基
ま
で
。

※
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て

●
補
助
対
象
者

◎
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

　�

●
　�

山
鹿
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

　

●
　�

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

　

●
　�

過
去
５
年
以
内
に
生
ご
み
処
理
機

の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
世
帯
の
人

　

●
　�

山
鹿
市
内
の
販
売
店
で
生
ご
み
処

理
機
器
を
購
入
す
る
人

※�

予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
補
助
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
購
入
前
に
必

ず
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

燃やすごみの減量化
にご協力ください。

生
ご
み
処
理
機
器
設
置
補
助
金
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

電動式生ごみ処理機器 生ごみ処理容器（コンポスト）



小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです
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Challenge　進む　超える　次の Stage へ米野岳中学校

山鹿子育て支援センター　☎ (43)1270　 つどいの広場 ( おさか童夢 )　☎(43)1155　 病後児保育室　☎ (43)1281
鹿北子育て支援センター　☎ (32)3194　 第一児童館　　　　　　　 ☎(43)1128　 ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ (48)4660　 中央児童センター　　　　 ☎(44)0057　 　　　　　　 ☎ (44)8800
鹿本子育て支援センター　☎ (46)6029　 児童センター　　　　　　 ☎(46)4441
鹿央子育て支援センター　☎ (36)2150　 鹿本児童館　　　　　　　 ☎(46)4455

　平成 28 年 12 月末から新生徒会の役員５人、常任
委員会（各委員会委員長・副委員長）18 人による新
体制となり、新たな生徒会活動がスタートしました。
　前生徒会の活動スローガン「変わろう　変えよう　
１UP」のもとで、これまで、人権、向上心、自治力、
自律の４つの活動の柱により、地域に誇れる米野岳中
学校を目指してきました。具体的な取り組みとして
「いじめ根絶」と「凡事徹底」〈気持ちの良いあいさつ、
掃除（無言・時間いっぱ
い）、時間を守る、服装（身
だしなみ）、姿勢（授業中、
集会、集団行動）〉を中心
に取り組んできました。
　そこで、前生徒会役員・
常任委員会が１年間かけ
て築き上げ１UPした成果を引き継ぎ、学校教育目標
の「たくましく謙虚に生きる米野中生」にさらに迫る
ために、新生徒会長から次の３つの「目指す学校」が
示されました。

１�積極性があり、活気のある学校
２��あいさつ、凡事徹底など１つ１つのことに一生懸
命取り組む学校

３�全校生徒が学力面・運動面で光る学校

　これを受けて、12 月 27 日の校内リーダー研修の中
で、役員・常任委員会が協議し、生徒会年間目標を
「Challenge　進む　超える　�次の Stage へ」と決め
ました。この年間目標を目指し、これまでの成果を超
えるための取り組みを計画し、各委員会の活性化を図
ろうとしています。
　新体制の生徒会執行部
のもと、次のステージへ
と生徒会活動を築き上
げ、地域に誇れる日本一
の米野岳中学校を目指し
取り組んでいきます。

校内リーダー研修

生徒会執行部によるあいさつ・
校門一礼運動

　育児にはいろいろな考え方や方法があります。
親子で一緒に遊びながら、先輩ママや専門家の話
を聞きながら、子育てのヒントをゲット！
　今回は、市内の子育て施設を紹介します。

　 川端町 402
　 ㈪〜㈮ 10：00 〜 16：00
　 (43)1270

山鹿子育て支援センター

　 鹿北町四丁 1612
　 ㈫〜㈯ 10：00 〜 16：00
　 (32)3194

鹿北子育て支援センター

　 菊鹿町下内田 165
　 ㈫〜㈯ 10：00 〜 16：00
　 (48)4660

菊鹿子育て支援センター

　 鹿本町来民 686-1
　 ㈪〜㈮ 10：00 〜 16：00
　 (46)6029

鹿本子育て支援センター

　 鹿央町合里 158-1
　 ㈪〜㈮ 10：00 〜 16：00
　 (36)2150

鹿央子育て支援センター

子どもに夢を 子育てにぬくもりを
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　向坂保育園は、近くに日輪寺や倉塚公園、石の児童
公園などがあり、朝の散歩で足を鍛えます。時々、園
で作ったおそろいのお弁当、水筒とおやつ持参で、の
びのびと遊ばせます。子どもたちは、とてもうれしそ
うに飛び跳ねて遊びます。
　春夏秋冬の行事は親子遠足、夏祭り、運動会、クリ
スマス会、もちつきなどです。卒園児も家族そろって
招き、一同童心に戻り心を癒やしています。
　年の始めに雑煮を食べ、２月の節分には鬼さんに来
てもらいます。中には怖がって泣く子もいますが、優
しい鬼さんに「また来てね」と手を振って見送ります。
その後、恵方巻きを食べ、鬼さんにもらったお土産を
いただきます。３月にはひなまつりに発表会、そして
卒園式は少人数ながら立派なお別れ会をします。毎年
４月の第１土・日曜日には、修学旅行として温泉旅館
に１泊します。大きくなってもこのひとコマは、子ど
もの心に残っていることでしょう。
　向坂保育園は月曜日から土曜日まで普通保育日、休
日も在園児、卒園児を預かっています。働くお母さん
の身になって思い立った保育園です。今後も皆さんと
共に頑張っていきます。

　お泊まり保育、運動会、発表会とあっという間に月
日が過ぎ、わが家の長女も卒
園間近となりました。かも
と乳児保育園には、長男が 2
歳の頃から合わせて６年間
お世話になり、先月から次
女も入園し、まだまだ長い
お付き合いになりそうです。
　暖かい日には、全身を使ってどろんこ遊び、世界に
ひとつとして同じ絵がない、個性が光る水彩画など、
なかなか家では経験できないことをさせてもらい、４
人の子どもたちもすくすく成長し、毎日楽しく通園し
ています。
　「○○ちゃんと遊んだ」「明日は○○があるよ」と園
であったことを話してくれたり、体操教室で逆上がり
ができるようになったり、英語の歌を歌えるように
なったり「いつの間にできるようになったの？」とい
うことがたくさんあります。
　いつも笑顔で子どもたちを受け入れてもらい、子育
ての悩みを聞いてくれる先生方。安心して仕事ができ
ることに感謝しています。

かもと乳児保育園保護者　芹川沙
さ

織
おり

　山鹿小学校の学校教育目標は「気づく子どもの育成
～いい声・いい顔・いい心～」です。この学校教育目
標をみんなで共有して、いい声・いい顔・いい心に満
ちた学校を目指しています。

　その集大成とも言え
る、６年生による「八千
代座公演」をことしも行
いました。この八千代座
公演は、地域の皆さんや
保護者の協力を得なが
ら、山鹿の歴史や伝統を

学び、それらを守り、伝えていく活動を通して、山鹿
の方々の努力や工夫に気づき、たくさんの方々への感
謝の気持ちやふるさとを誇りに思う気持ちを、子ども
たちに育んでいます。
　舞台に立つ児童だけではなく、音響・照明・大道具
など裏方も子どもたちが全部行います。どれ一つ欠け
ても公演は成功しません。一人一人が自分の役割に責
任と誇りを持ち、素晴らしい公演になりました。

気づく子どもの育成〜いい声・いい顔・いい心〜山鹿小学校

楽しかった保育園
かもと乳児保育園☎ (46)3439

向坂保育園の年間活動
向坂保育園☎ (43)1245

　公演は３年生以上の児童
が観劇し、６年生の姿から
たくさんのことを学びまし
た。山鹿小学校の伝統を守
り、受け継ぎ、子どもたち
にとって一番心に残る学校
となるように、心を一つに
して頑張っています。

仲良し４人兄弟♪楽しく保育園に
通いました

＜山鹿小職員心得＞
しっかり叱り　ちゃんと誉め　とことん信じ

　 精一杯の愛情を注ごう

八千代座公演での口上

音響も頑張りました

堂々と舞台に立つ子どもたち
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日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
１歳６カ月児健診
27年８月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15〜 13:45受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

９ 10 11 12 13 14 15
３〜４カ月児健診
28年 12月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30〜 13:45受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
28年８月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15〜 13:30受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

16 17 18 19 20 21 22
３〜４カ月児健診
28年 12月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15〜 13:45受付

【山健福】

すくすく学級
28年５月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00〜 10:15受付

【ひだまり】

すくすく学級
28年５月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00〜 10:15受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
25年 12月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15〜 13:45受付

【山健福】
23 24 25 26 27 28 29

７〜８カ月児健診
28年８月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15〜 13:45受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
27年８月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15〜 13:45受付

【ひだまり】

３歳児健診
25年 12月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15〜 13:45受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】30

４健康カレンダー
月

◦ 乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康
増進課へご連絡ください。

◦ 母子健康手帳交付時に持ってくるもの…印かん、妊娠届出書（予定日が分かるもの）、
マイナンバーカードまたは通知カードと本人確認書類（運転免許証など）、過去の妊娠・
出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）

場所の省略表記 …【山健福】山鹿健康福祉センター　 【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

昭和の日

　健康や食生活を学び、食育などのボランティア活動をし
てみませんか。
◦ 対象者　山鹿市在住の人。性別は問いません。
◦ 受講料　無料
※�ヘルスメイト活動見学時（第３回）は300円を徴収しま
す。また、調理実習のときは米0.5合を持参してください。

◦ 平成 29 年度予定

ヘルスメイト（食生活改善推進員）養成講座

回数 開催日 時間 場所 内容

１ ６月８日㈭ 午前９時半〜正午
山鹿健康福祉センター

開講式・ヘルスメイトとは

２ ７月13 日㈭ 午前９時半〜午後１時 子どもの健康と食事

３ ８月（未定） 午前９時半〜午後１時 未定 ヘルスメイトの活動を知ろう！（料理教室見学、試食）

４ ９月５日㈫ 午前９時半〜正午

山鹿健康福祉センター

生活習慣病とは・自分の体を知ろう！（血液データから）

５ 10 月12 日㈭ 午前９時半〜午後１時 健康づくりのための食生活

６ 11 月９日㈭ 午前10 時〜正午 閉講式

◦ 募集人数　30人（定員になり次第、締め切り）
◦ 申し込み方法　住所・氏名・生年月日・電話番号を、電
話か FAXで連絡してください。

◦ 申込期限　５月12日㈮
◦ 申し込み・問い合わせ先
　健康増進課　☎ (43)0050��　(43)1164FAX
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高齢者の肺
は い え ん

炎球
きゅう

菌
き ん

ワクチン予防接種
◦ 対象者　①下表の人

　�②�山鹿市に住所がある 60 歳〜 65 歳未満で、心臓・腎
臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度
に制限される程度の障がいがある人、およびヒト免疫
不全ウイルスで免疫の機能に日常生活がほとんど不可
能程度の障がいがある人（内臓疾患などの身体障害者
手帳を持っている人でコピーを提出した人）

※�過去に高齢者の肺炎球菌ワクチン（ポリサッカライド）
の予防接種を済ませた人は、定期接種の対象外です。

◦ 接種回数　１回
◦ 接種期限　平成 30年３月 31 日㈯（医療機関の診療日
のみ）

◦ 接種料金　2,500 円
※�対象者で、生活保護世帯の人は生活保護証明書、市民税
非課税世帯の人は市県民税課税台帳記載事項証明書を接
種当日に医療機関に持参すると、接種料金は無料です。

◦ 実施機関　山鹿市、植木町の医療機関（実施されていな
い医療機関もありますので事前にご確認ください）※上記
以外（県内）のかかりつけ医で接種が必要な人は接種前
に手続きが必要です。事前に健康増進課へご連絡ください。

年齢 生年月日
65 歳 昭和 27 年４月２日〜昭和 28 年４月１日生
70 歳 昭和 22 年４月２日〜昭和 23 年４月１日生
75 歳 昭和 17 年４月２日〜昭和 18 年４月１日生
80 歳 昭和 12 年４月２日〜昭和 13 年４月１日生
85 歳 昭和７年４月２日〜昭和８年４月１日生
90 歳  昭和２年４月２日〜昭和３年４月１日生　
95 歳   大正 11 年４月２日〜大正 12 年４月１日生　

100 歳 大正６年４月２日〜大正７年４月１日生

◦ 対象者　下記の①②両方に該当する人
　�①「熊本県特定不妊治療費助成事業」による助成の承認
を受けた夫婦②山鹿市に１年以上住所がある夫婦（どち
らか一方で可）

◦ 助成内容　①県の事業で交付された助成金を控除した額
で、１回の治療で５万円を限度に助成（年度内２回まで）
②特定不妊治療にかかる夫の不妊検査費用を助成（１万
円を限度に１回）

◦ 申請方法　県の事業の助成承認を受けてから３カ月以内
に、下記のものを健康増進課（山鹿健康福祉センター内）
にお持ちください。
　�①熊本県特定不妊治療費助成事業承認決定通知書の写し
②特定不妊治療費助成事業受診等証明書の写し③指定医
療機関の領収書の写し④住民票謄本（１カ月以内に発行
された世帯全員のもの）⑤戸籍謄本（１カ月以内に発行
されたもの。住民票謄本に夫婦の続柄の記載があれば不
要）⑥申請者名義の通帳⑦印かん（朱肉を使用するもの）
⑧運転免許証などの写真付き本人確認書類
※②③は県に提出する前にコピーをしておいてください。
※�助成内容②（夫の不妊検査費用助成）は、特定不妊検査
を証明するものが必要です。

◦ 申請期間　４月３日㈪〜平成30年３月 30日㈮
　　　　　　（土・日曜日、祝日を除く）

特定不妊治療費を助成します

元気の
お手伝い

Vol.96

山鹿市民
医療センター通信

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）２
１
８
５

尿に
ょ
う

路ろ

結け
っ
せ
き石
症し

ょ
うの
問
題
点
に
つ
い
て

を
妨
げ
て
い
て
痛
み
や
血
尿
を
生
じ
て
い

た
人
も
い
ま
す
。
尿
路
結
石
の
多
く
は

自
然
に
排
出
さ
れ
る
の
で
、
結
石
を
排

出
さ
せ
や
す
く
す
る
た
め
に
水
分
を
多

く
取
る
こ
と
や
、
点
滴
を
す
る
こ
と
が

有
効
な
治
療
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

尿
路
結
石
は
で
き
た
こ
と
自
体
が
問
題

で
、
で
き
な
い
よ
う
に
予
防
す
る
こ
と
は

治
療
以
上
に
大
切
で
す
。
さ
ら
に
結
石

と
他
の
病
気
を
見
極
め
る
こ
と
、
鑑
別

診
断
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
尿
路
結
石
患
者
の
45
％
が
５

年
以
内
に
再
発
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。ど
ん
な
病
気
で
も
そ
う
で
し
ょ
う
が
、

初
回
よ
り
も
２
回
、
３
回
と
繰
り
返
す

に
つ
れ
て
治
療
が
難
し
く
な
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
尿
路
結
石
の
場
合
、
初
回

は
自
然
に
排
出
さ
れ
た
も
の
が
、
再
発

す
る
に
つ
れ
て
排
出
さ
れ
に
く
く
な
る
、

あ
る
い
は
前
回
よ
り
も
小
さ
な
結
石
で

も
激
し
い
痛
み
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
再
発
の
患
者
さ
ん
で
は
、
結
石
が

引
っ
掛
か
っ
て
い
る
の
と
は
別
の
部
位
で

尿
管
が
狭
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

前
回
、
前
々
回
の
結
石
が
原
因
で
尿
管

が
狭
く
な
り
、
治
療
が
難
し
く
な
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
尿
路
結
石
の
診
断
、

治
療
で
す
が
、
尿
路
結
石
の
砕
石
、
排

出
ば
か
り
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

全
身
の
病
態
を
把
握
し
つ
つ
、
再
発
防

止
の
生
活
指
導
を
含
め
た
加
療
が
今
後

重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
血
尿
が
あ
り
、
お
な
か
や
背
中
に
激

し
い
痛
み
を
生
じ
る
病
気
、
尿
路
結
石

症
の
患
者
数
は
こ
の
半
世
紀
で
約
３
倍

に
増
加
し
て
い
て
、
男
女
と
も
に
多
く
、

男
性
は
７
人
に
１
人
、
女
性
は
15
人
に

１
人
が
、
一
生
に一
度
は
か
か
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖

尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
を
合
併
し
て
い

る
こ
と
が
多
く
、
結
石
と
動
脈
硬
化
の

発
症
に
類
似
点
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

尿
路
結
石
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の一
疾
患
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
尿
路
結
石
を
繰
り
返
し
て
い
る
人
で
、

急
な
痛
み
を
生
じ
た
際
「
尿
路
結
石
の

再
発
」
と
自
己
診
断
を
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
尿
路
結
石
症
に
は
動
脈
硬
化

症
を
合
併
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
動

脈
硬
化
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
血
栓
症

や
動
脈
乖か

い

離り

な
ど
を
尿
路
結
石
と
間
違

え
る
こ
と
は
危
険
で
す
。
極
め
て
ま
れ
で

す
が
、
胃い

潰か
い
よ
う瘍
が
悪
化
し
胃
に
穴
が
開

き
、
腹
膜
炎
を
起
こ
し
て
い
た
人
が
尿

路
結
石
と
思
っ
て
泌
尿
器
科
を
受
診
し

て
い
た
例
や
、
腫
瘍
自
体
が
尿
の
流
れ

　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

泌
尿
器
科
　
結
城
　
康こ

う
へ
い平

【献血日】４月 21 日㈮
　◦鹿本地域振興局
　　9：30 〜11：30、12：45 〜16：00

【献血日】４月 24 日㈪
　◦鹿北市民センター　 ９：30 〜11：30
　◦ JA 鹿本鹿北支所　 13：00 〜15：30

献血にご協力ください
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２ 問市民課　☎ (43)1169およろこび・うぶごえ・おくやみ

※２月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

およろこび
山　鹿
　山　鹿　福島　大介さん♥松永　晏奈さん
　　　　　富野　洋貴さん♥井島恵里華さん
　　　　　森崎　雄大さん♥前田　祐里さん
　　　　　井上　　駿さん♥田代　千波さん
　三　玉　中原　　亮さん♥伊藤美沙子さん
　　　　　髙森　健志さん♥梶村　まゆさん
　大　道　松尾　誠人さん♥吉田　遥果さん
鹿　北
　岩　野　米島　平和さん♥北原　公美さん

菊　鹿
　六　郷　佐々木勇太さん♥池永　梨沙さん
　　　　　佐々木浩晴さん♥松本　香奈さん
　城　北　佐々野龍一さん♥太田黒愛里さん�
鹿　本
　稲　田　古里　真一さん♥松尾　咲季さん�
鹿　央
　千　田　北原　　健さん♥松川　真唯さん

山　鹿
　山　鹿　川添　　傑さん (74)　梶山アサ子さん (93)
　　　　　吉里　政勝さん (101)
　米　田　⻆田　精一さん (75)　星子ユリ子さん (90)
　　　　　濱武　　豊さん (84)
　川　辺　池尻ツルエさん (101)　德永　和光さん (71)
　　　　　髙松ヨシエさん (98)　古閑　保男さん (87)
　　　　　猿渡イツコさん (87)
　八　幡　中原　冨子さん (99)　荒木アヤコさん (97)
　　　　　池田　　榮さん (90)　大渕　孝喜さん (90)
　　　　　古江キミ子さん (91)　松林サダメさん (95)
　　　　　内田　壽男さん (87)
　平小城　末松テル子さん (93)　井上　春夫さん (95)
　三　玉　木庭　政則さん (87)　尾形　清喜さん (94)
　　　　　木庭　貞照さん (84)
　大　道　深浦マコトさん (98)　内藤　幸二さん (64)
　　　　　野滿　　實さん (94)　二田水テル子さん (86)
鹿　北
　岳　間　岩橋　君子さん (92)　松本　利久さん (82)
　　　　　藤本　芳久さん (65)

お く や み

　岩　野　垣田キンコさん (89)　太田黒伸一さん (45)
　　　　　樺　サヨ子さん (95)　古川　吉治さん (93)
　広　見　中川　則雄さん (86)　竹下　　晃さん (89)
　　　　　稲葉　敦子さん (93)
菊　鹿
　内　田　栗原チヨメさん (95)　坂本　大典さん (88)
　　　　　飯川モモエさん (101)
　六　郷　桑名タミヲさん (93)　古閑　新助さん (84)
　城　北　冨田ヨシコさん (93)　元田　葉子さん (88)
　　　　　木場　三男さん (91)
鹿　本
　来　民　古川　　輝さん (79)　大木　信英さん (87)
　　　　　大坪　瀧子さん (79)
　中　富　田中　英德さん (84)　小材セツコさん (95)
鹿　央
　千　田　城　　博子さん (83)　姫井カツ子さん (73)
　山　内　菊川ミヨ子さん (85)

う ぶ ご え
山　鹿
　山　鹿　髙見　咲

さ ら

良さん　真﨑　愛
ま な み

実さん
　　　　　赤星　誠

せいしょう

将さん　手島　未
み お

陽さん
　川　辺　池尻　大

たいせい

誠さん
　八　幡　吉次　紗

す ず か

花さん
　三　岳　佐藤　悠

はるひと

仁さん
　三　玉　佐竹　恭

きょうへい

平さん
　大　道　前川　剛

つ よ し

志さん　前原　梨
り の

乃さん
　　　　　永田　大

ひ ろ と

翔さん　奥村　遥
は る と

斗さん
菊　鹿
　内　田　松本琉

りゅうのすけ

之介さん　渡辺　　岳
がく

さん
　　　　　加藤　百

も も か

華さん　宮崎哩
り な こ

那子さん

　六　郷　東　　朋
と も か

花さん
　城　北　泉　穂

ほ の か

乃華さん
鹿　本
　来　民　平　　安

あ ん り

莉さん　豊田　　鈴
りん

さん
　　　　　松川　心

み ゆ

優さん　上杉健
けん た ろ う

太郎さん
　中　富　森本　織

しきまる

丸さん　前田竜
りゅうのすけ

之介さん
鹿　央
　千　田　髙本　絃

い と は

華さん　大山　悠
ゆ う と

斗さん
　米野岳　中山　沙

さ

優
や

さん
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入札結果の報告（２月分）
※落札価格500万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む）

問財務課監理契約室　☎ (43)1118

入札日 工事名 工事場所

2/21

菊鹿ワイナリー造成工事 菊鹿町相良地内

落札業者 落札額（円）

岩下・とみた工事共同企業体 122,342,400

　
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
29
年
度

固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
の

価
格
を
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
し
ま
し

た
。
次
の
期
間
に
縦
覧
で
き
ま
す
。

◦ 

期
間　
４
月
３
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈬

　�

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

◦ 

場
所　
本
庁
税
務
課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

◦ 

縦
覧
に
必
要
な
も
の　
印
か
ん
、
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

問 

税
務
課
固
定
資
産
税
係
☎（
43
）１
１
２
１

固
定
資
産
課
税
台
帳
を

縦
覧
で
き
ま
す

お 知
せら

　
同
じ
世
帯
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
障
害

児
支
援
・
補
装
具
給
付
を
利
用
し
て
い
る
人

が
複
数
い
る
な
ど
、
世
帯
の
利
用
者
負
担
額

の
１
カ
月
の
合
計
が
一
定
の
基
準
額
を
超
え

た
場
合
、
基
準
額
と
の
差
額
が
返
金
さ
れ
ま

す
。

　
な
お
、
一
人
で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
両
方
を
利
用
し
て
い
る

場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦ 
基
準
額
　

　
１
カ
月
あ
た
り
　
３
万
７
２
０
０
円

※�

障
害
児
の
場
合
、
特
例
で
基
準
額
が
４
６

０
０
円
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問 

福
祉
課

☎（
43
）０
０
５
２
　
　（
43
）１
１
７
０

高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
償
還

給
付（
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
返
金
）

お 知
せら

障害福祉サービス
利用者負担額：30,000 円

障害福祉サービス
利用者負担額：20,000 円

世帯の
利用者負担額

50,000 円�−�37,200 円�＝�12,800 円
基準額 返金額

同じ世帯の夫婦が障害福祉サービスを
利用している場合

夫

妻

例

FAX

◦雨天時は中止する場合がありますので、お問い合わせください。
◦お住まいの地区以外や動物病院でも受けられます。
◦飼い犬が死亡した場合は、環境課へご連絡ください。

狂犬病予防法第５条により、年１回の予防注射が義務付けられています。
飼い犬には年１回必ず受けさせましょう

平成 29 年度　狂犬病予防集合注射日程表
地区 日時 場所

山鹿

4/13 ㈭
  9：30〜10：30 平小城地区公民館
11：00〜12：00 川辺地区公民館

4/17 ㈪
  9：30〜10：30 三岳地区公民館
11：00〜12：00 米田地区公民館

4/18 ㈫
  9：30〜10：30 三玉地区公民館
11：00〜12：00 山鹿勤労福祉会館

4/20 ㈭   9：30〜10：30 豊前街道駐車場

4/23 ㈰   9：00〜11：30 カルチャースポーツ
センター第１駐車場

鹿北
4/10 ㈪   9：30〜11：30 鹿北市民センター

4/11 ㈫
  9：30〜10：30 椎持研修センター
11：00〜12：00 広見研修センター

地区 日時 場所

菊鹿
4/12 ㈬   9：30〜11：30 内田構造改善センター
4/13 ㈭   9：30〜11：30 城北体育館
4/14 ㈮   9：30〜11：30 菊鹿市民センター

鹿本
4/11 ㈫

  9：30〜10：00 石渕公民館
10：30〜11：30 ゆめほたる

4/12 ㈬   9：30〜11：00 鹿本市民センター

鹿央
4/19 ㈬

  9：30〜10：30 仁王堂倉庫
11：00〜12：00 千田保育所跡

4/20 ㈭   9：30〜12：00 鹿央市民センター
予備日

5/14 ㈰   9:00〜11:30 カルチャースポーツ
センター第２駐車場

狂大病予防注射 問環境課　☎(43)7211

　料金（１頭あたり）
　注射料金　　3,100 円
　新規登録料　3,000 円
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今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦�
介
護
保
険
料
（
１
期
）

◦�
納
期
限　
５
月
１
日
㈪

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦�

夜
間
（
平
日
）　
４
月
20
日
㈭
・
21
日
㈮
、

24
日
㈪
〜
28
日
㈮

　
午
後
５
時
半
〜
午
後
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　
４
月
23
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課�

⑥
番
窓
口

※�

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係
　
　
　
☎（
43
）１
１
４
４

手当の種類 平成 28 年度（月額）

児童扶養手当

本体額 42,330円
〜9,990円

第 2 子
加算額

10,000円
〜5,000円

第３子以降
加算額

6,000円
〜3,000円

特別児童扶養手当
１級 51,500円

２級 34,300円

障害児福祉手当 14,600 円

特別障害者手当 26,830 円

経過的福祉手当 14,600 円

手当の種類 平成 29 年４月〜（月額）

児童扶養手当

本体額 42,290 円（−40 円）
〜 9,980 円（−10 円）

第２子
加算額

9,990 円（−10 円）
〜 5,000 円（０円）

第３子以降
加算額

5,990 円（−10 円）
〜 3,000 円（０円）

特別児童扶養手当
１級 51,450 円（−50 円）

２級 34,270 円（−30 円）

障害児福祉手当 14,580 円（−20 円）

特別障害者手当 26,810 円（−20 円）

経過的福祉手当 14,580 円（−20 円）

　下記の手当は、毎年の消費者物価指数の変動に応じて、手当額が改定されること
になっていて、平成29年度は手当額が0.1％引き下げになります。
※�改定されるのは４月分以降の手当額で、３月分までは平成28年度の手当額です。

各種手当額が変わります
問福祉課障がい福祉係・児童家庭係　☎ (43)0052

※児童扶養手当額は所得や扶養人数などにより決定します。

　
病
気
回
復
期
の
お
子
さ
ん
を
預
か
る
病
後

児
保
育
室
が
、
新
た
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

【
病
後
児
保
育
室
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」】

◦�

場
所　
三
玉
保
育
園
（
久
原
２
８
５
１
番

地
１
）
の
隣

◦�

日
時　
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
除
く
）

　�

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
（
延
長
保
育
は
要

相
談
）

◦�

料
金　
１
日
１
５
０
０
円
、
５
時
間
以
内

病
後
児
保
育
室
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

が
開
設
さ
れ
ま
す

お 知
せら

千
円
、
延
長
料
金
１
時
間
２
０
０
円

◦�

対
象　
お
お
む
ね
満
１
歳
〜
小
学
３
年
生

◦�

保
育
条
件　

◦�

病
気
の
急
性
期
を
過
ぎ
、
回
復
期
で
あ
る

こ
と

◦
登
園
時
の
熱
が
38
度
以
下
で
あ
る
こ
と

◦
集
団
保
育
が
困
難
な
状
態
で
あ
る
こ
と

◦�

病
院
受
診
で
医
師
の
連
絡
票
を
提
出
す
る

こ
と

◦�

山
鹿
市
に
住
ん
で
い
る
か
、
保
護
者
が
山

鹿
市
に
勤
め
て
い
る
こ
と

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
三
玉
保
育
園
　
　
　
　
☎（
43
）６
３
３
０

　
病
後
児
保
育
室
「
あ
す
な
ろ
」
も
今
ま
で

ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

【
病
後
児
保
育
室
「
あ
す
な
ろ
」】

◦�

場
所　
山
鹿
保
育
園
内
（
川
端
町
４
０
２

番
地
）

◦�

日
時　
月
〜
土
曜
日
（
年
末
年
始
除
く
）

　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

◦�

料
金　
市
内
在
住
１
日
千
円
、
市
内
勤
務

１
日
２
千
円
、
５
時
間
未
満
は
半
額

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
減
額
な
ど
有
り

◦�

対
象　
お
お
む
ね
満
１
歳
〜
小
学
３
年
生

◦�

保
育
条
件　

◦�

病
気
の
急
性
期
を
過
ぎ
、
回
復
期
で
あ
る

こ
と

◦
集
団
保
育
が
困
難
な
状
態
で
あ
る
こ
と

◦�

山
鹿
市
に
住
ん
で
い
る
か
、
保
護
者
が
山

鹿
市
に
勤
め
て
い
る
こ
と

◦�

保
護
者
が
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い
こ

と
問
病
後
児
保
育
室
「
あ
す
な
ろ
」

☎（
43
）１
２
８
１
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当
セ
ン
タ
ー
の
小
児
科
診
療
は
、
月
・
水
・

木
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
半
ま
で

は
小
児
科
専
門
医
に
よ
る
外
来
診
療
を
行
っ

て
い
て
、
水
曜
日
の
午
後
は
予
約
制
に
よ
る

予
防
接
種
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
時
間
外
（
夜
間
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
）
は
、
常
勤
の
小
児
科
医

が
不
在
の
た
め
、
専
門
的
な
診
療
は
難
し
い

状
況
で
す
。（
症
状
に
よ
っ
て
は
、
当
番
医

師
が
軽
い
外
傷
や
症
状
を
和
ら
げ
る
対
症
療

法
な
ど
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　
小
児
科
診
療
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず

事
前
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
な
く
来
院
さ
れ
た
場
合
、
他
の
急
患
対

応
や
専
門
外
な
ど
の
事
情
で
診
療
で
き
な
い

こ
と
や
、
他
院
を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
の
急
な
病
気
に
困
っ
た
ら
、
県

が
行
っ
て
い
る
小
児
救
急
電
話
相
談
【
♯

８
０
０
０
】
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー☎（

44
）２
１
８
５

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科

時
間
外
診
療
に
つ
い
て
お
願
い

お 知
せら

【
小
児
救
急
電
話
相
談
窓
口
】

◦ 

電
話
番
号
　
♯
８
０
０
０

※�

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
光
電
話
の

場
合
は
☎
０
９
６（
３
６
４
）９
９
９
９

◦ 

受
付
時
間

　�

平
日
　
　
午
後
７
時
〜
翌
朝
午
前
８
時

　
土
曜
日
　
午
後
３
時
〜
翌
朝
午
前
８
時

　
日
曜
日
・
祝
日

　
　
　
　
　
午
前
８
時
〜
翌
朝
午
前
８
時

　
計
量
器
は
、
法
律
で
２
年
に
１
度
定
期
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦
検
査
対
象
と
な
る
計
量
器

◦�

商
店
な
ど
で
商
品
の
売
買
に
使
用
す
る
は

か
り

◦�

病
院
、
薬
局
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
調
剤

用
は
か
り

◦�

学
校
、
病
院
、
保
育
園
な
ど
で
使
用
し
て

い
る
体
重
測
定
用
の
は
か
り

◦�

農
協
、
漁
協
な
ど
流
通
物
資
の
集
荷
、
出

荷
な
ど
に
使
用
す
る
は
か
り

◦�

宅
配
な
ど
の
運
送
業
者
な
ど
が
貨
物
の
運

賃
算
出
用
に
使
用
す
る
は
か
り

◦�

農
業
、
漁
業
な
ど
の
生
産
者
が
生
産
物
な

ど
の
売
買
に
使
用
す
る
は
か
り

◦
持
っ
て
く
る
も
の

◦
検
査
す
る
計
量
器

◦�

手
数
料
（
1
台
あ
た
り
５
０
０
〜
２
２
０

０
円
程
度
）

◦
検
査
日
程
・
場
所

　
4
月
17
日
㈪
　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
４
月
18
日
㈫
　
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー

　
４
月
19
日
㈬
　
菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー

　
４
月
20
日
㈭
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

　
４
月
21
日
㈮
　
鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー

◦�

受
付
時
間

　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時

問 

商
工
観
光
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
５
７
９

計
量
器
は
２
年
に
１
度

定
期
検
査
が
必
要
で
す

お 知
せら

●世界のシルク産業（フランス）
　前回のタイに続き、今回はフランスのシルク事情を
お伝えします。
　世界的高級ブランドが集まるファッションの都フラ
ンス・パリには、全世界から最高級・最先端の素材が
集まってきます。そのフランスで開催される世界最大
のファッション素材の展示商談会「プルミエール・ビ
ジョン」。その中でも選ばれた企業しか参加すること
のできない「特別展」に参加している「セリシン」と
いう会社を訪問しました。そこでは、カイコが球体や
平面の上を這

は

いながら繭
まゆ

を吐くことで、製糸や成形を
必要としない先進的なものづくりを実践しています。
この繭の作り方は特別な手法で、フランスでの特許も
申請しているそうです。フランスのテレビ局なども取
材に訪れていて、注目度の高さが伺えました。
　「シルクの伝統を新しい技術で生まれ変わらせるこ
とにやりがいを感じています」そう話すのは、デザイ
ナーのカラーラ・アルディさん。「最先端のシルクは
日本で創られると、世界中のファッション関係者が期
待しています。フランスは伝統を重んじますが、新し

いものにも寛容なので、ぜひ新しいシルクをフランス
にも持ってきてください。すてきな化学反応（反響）
が生まれると思いますよ」とのこと。
　このようにプルミエール・ビジョンでも最先端技術
で創られた織物が注目
を集めるなど、現在シ
ルク産業では「テクノ
ロジー」がトレンドに
なりつつあります。
　ことし 4月に完成予
定の周

しゅう

年
ねん

無
む

菌
きん

養
よう

蚕
さん

技術
を導入した最先端の養
蚕工場で創られる「や
まがシルク」が、世界
のファッション市場を
席巻する日も近いかも
しれません。

※ 新シルク蚕業構想の情報は、次の WEB サイトでも
発信しています。ぜひご覧ください。

　http://www.silk-on-valley-yamaga.jp/

球体の表面に繭を吐くカイコ

　プロジェクトレポート�⑦
問農業振興課　☎ (43)1556
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〉JAかもと旧千田支所に常設道場を開設

お問い合わせ
田添まで
090-2083-6721

◎今なら入会金（5,000円）と空手着（9,500円）が無料
　荒尾教室（荒尾４中体育館２階）は入会金を無料、空手着が3,000円

◎月謝１人5,400円、兄弟２人で8,600円、３人以上は10,800円
◎型全国優勝 吉田陽 ・ ２位 吉田ひより（大道小）

極真館
キャン
ペーン

明るく 楽しく 自分に厳しく

臨時福祉給付金（経済対策分）
を支給します
　平成 26 年４月の消費税率の引き上げによる影響を緩和する
ために、国の経済対策の一環として、平成 29 年４月から平成
31年９月までの２年半分を一括して支給します。

問福祉課臨時福祉給付金専用ダイヤル　☎ (43)3131

◦ 対象者　平成 28 年１月１日時点で山鹿市に住民票があり、
平成 28年度分の市民税（均等割）が課税されていない人
　※�平成 28 年度分の市民税（均等割）が課税されている人の
税上の扶養親族になっている人や、生活保護を受けている
人などは対象外

◦ 支給額　対象者１人につき 15,000 円（１回限り）
◦ 申請期間　５月１日㈪～８月 31日㈭　当日消印有効
　※�該当すると思われる人に、申請書類を４月下旬に順次、郵
送します。申請期間外は受け付けできません。

◦ 申請方法
　�申請書類に必要事項を記入し、郵送するか持参してください。
　�郵送…申請書類と一緒に送付する返信用封筒を使用してくだ
さい。切手は不要です。
　�持参…平日の午前８時半～午後５時 15 分に、市役所福祉課
か各市民センターへお持ちください。

　
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら
全
国
健
康

保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
熊
本
支
部
の
保

険
料
率
を
改
定
し
ま
す
。

※�

任
意
継
続
被
保
険
者
は
、
４
月
分
の
保
険

料
か
ら
改
定
し
ま
す
。

問 

全
国
健
康
保
険
協
会
熊
本
支
部

☎
０
９
６（
３
４
０
）０
２
６
１

全
国
健
康
保
険
協
会
の

保
険
料
率
を
改
定
し
ま
す

お 知
せら現行 改定後

40 〜 64 歳の人
（介護保険第２号被保険者）

介護保険料率を含む
11.68％

11.79％
（0.11％
引き上げ）

上記以外の人 10.10％
10.14％
（0.04％
引き上げ）

　
試
験
に
合
格
す
る
と
、
専
門
調
理
師
・
調

理
技
能
士
の
称
号
が
与
え
ら
れ
、
調
理
師
養

成
施
設
校
の
教
員
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。

◦�

実
施
調
理
作
業
　
す
し
料
理
、中
国
料
理
、

給
食
用
特
殊
料
理

◦�

申
込
期
限
　
５
月
８
日
㈪

◦�

試
験
日
　
実
技�

７
月
30
日
㈰
〜
８
月
26

調
理
技
術
技
能
評
価
試
験

お 知
せら

　
山
鹿
市
内
に
居
住
す
る
原
則
と
し
て
60
歳

以
上
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
人
は
誰

で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。

　
新
入
会
員
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
入
会
員
説
明
会
日
程

お 知
せら 日

㈯
で
指
定
す
る
日
、
学
科�
８
月
１
日
㈫

※�

試
験
場
所
や
受
験
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

（
公
社
）
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

☎
03（
３
６
６
７
）１
８
６
７

入
会
を
希
望
す
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
説
明
会
日
程

◦
時
間　
午
前
10
時

◦�

場
所　
（
公
社
）
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
旧
保
利
病
院
前
）

問（
公
社
）山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）１
８
５
０

４
月

12
日
㈬

26
日
㈬

５
月

10
日
㈬

24
日
㈬

６
月

14
日
㈬

28
日
㈬

７
月

12
日
㈬

26
日
㈬

８
月

９
日
㈬

23
日
㈬

９
月

13
日
㈬

27
日
㈬
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お気軽にお問い合わせください。見積無料 !! 少量OK

㈲クリーン健康社 ☎０９６８(４３)６３４８
山鹿市鍋田 1507-2（ｽﾘｰ･ｱｰﾙ･ｾﾝﾀｰ内）一般廃棄物収集運搬業山鹿市指令第1565号

産業廃棄物収集運搬業第04300073046号
一般廃棄物処分業山鹿市指令第1566号
産業廃棄物処分業第04320073046号

Patioさん（鹿本町御宇田345－1国道 325号線
沿い）に設置しています。どなたでもご自由に
お入れください。

古紙回収ボックス設置 !!
○自分だけでは粗大ごみを出せない…
○家、部屋を整理したいが、不用品が多すぎて
　どうしたらいいか…などなど

ごみ処理何でもお任せ !!

在庫状況はお問い合わせください。
堆肥無料で差し上げます !!

講座名 曜日 時間 会場 定員

1 女性料理教室 第３㈯ 10：00 山鹿 25

2 男性料理教室 第１㈯ 10：00 山鹿 25

3 女性料理教室 第１㈪ 18：00 鹿央 15

4 男性料理教室 第１㈫ 17：00 鹿央 15

5 生花教室 第２・４㈯   9：00 山鹿 20

6 生花教室 第２・４㈮ 13：30 鹿本 15

7 子ども生花教室 第２・４㈯   9：00 山鹿 20

8 パソコン教室 第２・４㈬ 19：00 山鹿 15

9 パソコン教室 第１・３㈪ 19：00 鹿央 12

10 手芸教室 第１・３㈯ 19：30 鹿本 15

11 パッチワーク教室 第２・４㈬ 20：00 鹿央 15

12 マジック教室 第１・３㈬ 19：00 鹿央 15

13 太極拳教室
（初心者〜 24式） 第１・３㈫ 13：30 山鹿 20

講座名 曜日 時間 会場 定員

14 ハワイアン・フラ
教室 第１・３㈪ 13：30 山鹿 25

15 ３Ｂ体操教室 第２・４㈮ 20：00 鹿本 20

16 健康体操教室 第１・３㈮ 10：00 鹿本 15

17 健康体操教室 第１・３㈮ 20：00 鹿央 15

18 コーラス教室 第２・４㈯ 19：30 山鹿 20

19 書道教室 第１・３㈪ 20：00 鹿本 15

20 書道教室 第２・４㈯ 13：30 鹿本 15

21 カラオケ教室 第１・３㈪ 13：30 鹿本 15

22 カラオケ教室 第１・３㈫ 13：30 鹿本 15

23 カラオケ教室 第１・３㈯ 20：00 鹿本 15

24 カラオケ教室 第１・３㈫ 20：00 鹿央 15

25 木工（小物）教室 第２・４㈮   9：30 山鹿 20

26 絵手紙教室 第２・４㈭ 10：00 山鹿 13

※会場 山鹿…山鹿隣保館　鹿本…鹿本隣保館　鹿央…鹿央隣保館

◦講座期間　５月〜平成30年３月
◦ 受 講 料　一部の講座は負担金があります。材料代は
全て受講生負担です。

◦ 受講資格　原則山鹿市在住、在勤者
◦ 申込期間　４月７日㈮〜14日㈮（平日の午前８時半
〜午後５時）

◦ 申し込み方法　近くの隣保館で申し込んでください。
申し込み用紙は各隣保館にあります。
※�電話での申し込みはできません。原則として先着順
受け付けですが、定員を超えた場合は新規受講生を
優先します。

隣保館で広げよう♪交流の輪
平成 29 年度　隣保館教養講座受講生募集

◦問い合わせ先
　山鹿隣保館　☎ (43)1133
　鹿本隣保館（社会文化センター）　☎ (46)2325
　鹿央隣保館（鹿央文化センター）　☎ (36)3133
　人権政策課　☎ (43)1199

隣保館とは…
地域のコミュニティセンターとして地域住民の福祉の
向上や住民交流の促進を目的とし、さまざまな人権
問題解決のための人権啓発の拠点となる施設です。
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熊本県浄化槽協会・山鹿支部会員
協会会員・工事業者一覧

協会会員・維持管理、清掃業者一覧

アイビー浄水㈲
㈲岩野石油
㈲有働設備
㈾とらや商会

㈲平成美掃

㈲中村工務店
日創立花㈱
㈲フルカワ

㈲池田設備
㈲山鹿浄化槽
管理センター

㈱高原設備工業

44－0791 32－2180
44－3255
43－5023
43－7415

32－3341
43－1239
44－5990

096－273－2398

☎32－2856
☎44－3254
☎43－3529
☎43－2830

44－2728☎43－5547

43－7415☎43－7405

☎32－3128
☎43－4660

☎43－4550
☎43－2212

☎096－272－2319

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

　
熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
「C

O
C
O
N

（
こ
こ
ん
）」
は
、
ひ
き

こ
も
り
、
不
登
校
な
ど
の
子
ど
も
・
若
者
を

未
来
は
一
本
の
電
話
か
ら

お
悩
み
の
時
は
「
こ
こ
ん
」
へ

相 談

　
書
類
や
事
実
関
係
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
な
ど
、
相
談
内
容
に
よ
り
電
話
な
ど
で
の

回
答
が
難
し
い
場
合
は
、
事
前
に
相
談
日
時

を
予
約
い
た
だ
き
、
所
轄
の
税
務
署
で
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
予
約
の
と
き
は
、名
前
・

税
務
署
で
の
相
談
は

事
前
予
約
が
必
要
で
す

お 知
せら

　
宮
内
庁
か
ら
平
成
30
年
歌
会
始
の
お
題
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

◦�

お
題
　「
語
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

※�

お
題
は
「
語ご

」
で
す
が
、歌
に
詠
む
場
合
は

「
語
」
の
文
字
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば

よ
く
、「
語ご

感か
ん

」「
物も

の

語が
た
り

」
の
よ
う
な
熟
語

に
し
て
も
、「
語
る
」「
語
ら
ふ
」
の
よ
う

に
訓
読
み
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

◦�

詠
進
要
領

◦�

詠
進
歌
は
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短

歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

◦�

記
載
事
項
は
全
て
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ

さ
い
。
病
気
や
身
体
障
が
い
が
あ
る
た
め

毛
筆
で
自
書
で
き
な
い
場
合
は
、
代
筆
な

ど
で
も
詠
進
で
き
ま
す
。
視
覚
障
が
い
が

あ
る
人
は
、
点
字
で
詠
進
し
て
も
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

◦�

詠
進
期
限
　
９
月
30
日
㈯
（
郵
送
の
場
合

は
消
印
有
効
）

※�

詳
し
く
は
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。（http://w

w
w.kunaicho.

go.jp/

） 平
成
30
年
歌
会
始
の
お
題
が

発
表
さ
れ
ま
し
た

お 知
せら

住
所
・
相
談
内
容
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

　
な
お
、
税
金
の
納
付
相
談
の
場
合
は
、
事

前
予
約
は
不
要
で
す
。

問
山
鹿
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

☎（
44
）２
１
８
１

　
海
外
研
修
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
や

交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。

◦ 

派
遣
先
　
イ
ギ
リ
ス
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど

◦ 
対
象　
小
学
校
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

◦ 
日
程　
７
月
26
日
㈬
〜
８
月
16
日
㈬

　
８
日
間
〜
18
日
間
※
コ
ー
ス
で
異
な
る

◦ 

内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学
校
体
験
、
英

語
研
修
、
文
化
交
流
、
野
外
活
動
な
ど

※�

説
明
会
を
５
月
に
開
催
（
参
加
費
無
料
、

予
約
不
要
）

問 

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03（
６
４
１
７
）９
７
２
１

夏
休
み 

海
外
研
修
交
流
事
業

募 集

　
遠
足
や
お
花
見
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、
イ

ベ
ン
ト
が
多
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
気
温

が
高
く
な
る
と
食
中
毒
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
食
品
の
衛
生
的
な
取
り
扱
い
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

◦�
弁
当
を
作
る
と
き
の
注
意
点

◦�
必
ず
食
べ
る
当
日
に
作
る

◦�

作
る
前
、
食
べ
る
前
に
は
手
を
よ
く
洗
う

◦�

食
品
は
、中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加
熱
し
、

十
分
に
冷
ま
し
て
か
ら
清
潔
な
箸
で
弁
当

箱
に
詰
め
る

◦�

涼
し
い
と
こ
ろ
で
保
管
し
、
早
め
に
食
べ

る
◦�

食
べ
残
し
の
食
品
は
、
思
い
切
っ
て
捨
て

る
問
健
康
増
進
課
　
　
　
　
☎（
43
）０
０
５
０

食
中
毒
に
ご
注
意
を
！

お 知
せら

対
象
と
し
た
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

　
対
象
は
、
熊
本
県
（
熊
本
市
を
除
く
）
に

お
住
ま
い
の
15
歳
か
ら
40
歳
未
満
の
人
と
、

そ
の
ご
家
族
な
ど
で
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
に
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦�

受
付
時
間
　
※
平
日
の
み

　【
電
話
相
談
】
午
前
８
時
半
〜
午
後
９
時

　�【
来
所
相
談
】
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

　
15
分
（
要
予
約
）

◦�

場
所
　
熊
本
市
東
区
月
出
３
丁
目
１
‐
１

２
０（
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

問 

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
「C

O
C
O
N

」

☎
０
９
６（
３
８
７
）７
０
０
０

　�

Ｅ
メ
ー
ル
：kow

aka-cocon@
w
ind.

ocn.ne.jp
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（公社）熊本県浄化槽協会・山鹿支部からのお知らせ
浄化槽は、適正に施工し、定期的に点検、清掃を行い法定検査を受けることが必要です。
県・山鹿市及び協会では、単独浄化槽から合併浄化槽への転換を推進しております。
当協会では、会員が工事を行う場合は５万円の助成を行っております。（件数には限りあり。）
浄化槽は長期間に渡り使用しますので、浄化槽工事は信頼性の高い協会会員にご用命下さい。
制度の詳細については、右ページの会員業者にお尋ね下さい。

◦ 

対
象
　
聴
覚
障
害
者
へ
の
支
援
に
関
心
の

あ
る
人

◦ 

日
時
　
５
月
11
日
㈭
〜
10
月
26
日
㈭

　
毎
週
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦ 

受
講
料
　
３
４
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

受
講
生
募
集

募 集

図書館のトリセツ（図書館に関する本の展示）
　４月25日㈫〜５月28日㈰
ブラックパネルシアターのおはなし会
　４月29日㈷　午後２時〜２時40分
なりきりおはなし会「はらぺこあおむし」※
　５月２日㈫　午前11時〜 11時 25分
こどもの日スペシャルおはなし会
　４月29日㈷・５月６日㈯　午後２時〜
ひだまりこどもの上映会（107 分）
　５月６日㈯　午後２時半〜

いっしょに折ろうよ！あそべるおりがみ
　５月７日㈰　①午前10時〜②午後２時〜
指人形を作ろう（コトリ編）※
　①４月23日㈰午後１時〜②４月29日㈷午前 10時〜
楽しいおはなし会（英語での読み聞かせ有り）
　４月29日㈷・５月６日㈯　午前11時〜 11時半
こども上映会「げんきげんきノンタンまつり」
　４月23日㈰・30日㈰　午後２時〜
すてきな雑誌ふろくプレゼント
　応募期間：４月11日㈫〜５月12日㈮
家読（うちどく）してみませんか　４月27日㈭〜

こもれび図書室
☎ (43)1082

2017 年こどもの読書週間
　４月 23 日〜５月 12 日は「こどもの読書週間」です。
この期間に合わせて、ひだまり図書館・こもれび図書館
では展示やイベントを行います。ぜひご来館ください。
　※印のイベントは予約が必要です。イベントを開催す
る図書館に来館するか電話でお申し込みください。

ひだまり図書室
☎ (46)1310

　
生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
意
識
の
向
上
を

目
的
に
、
男
性
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◦ 

対
象
者
　
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
務
し

て
い
る
男
性

◦ 

日
時
　
６
月
10
日
㈯
・
８
月
19
日
㈯
・
10

月
14
日
㈯
・
12
月
９
日
㈯
・
２
月
10
日
㈯

午
前
９
時
半
〜
午
後
０
時
半

◦ 

場
所
　
鹿
本
地
区
公
民
館
（
ひ
だ
ま
り
）

◦ 

講
師
　
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
鹿
本

支
部

男
性
料
理
教
室　
受
講
生
募
集

募 集

◦ 

受
講
料
　
３
千
円
（
５
回
分
の
材
料
代
）

◦ 

申
込
期
限
　
４
月
28
日
㈮

◦ 

定
員
　
25
人
（
先
着
順
）

　
問
鹿
本
地
区
公
民
館
　
☎（
46
）５
０
７
５

◦ 

会
場

　
熊
本
県
身
体
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
熊
本
市
東
区
長
嶺
南
２
丁
目
３
‐
２
）

◦ 

定
員
　
①
手
書
き
20
人
②
パ
ソ
コ
ン
20
人

（
ど
ち
ら
も
先
着
順
）

◦ 

申
し
込
み
方
法
　
４
月
30
日
㈰
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
み
。

※�

要
約
筆
記
と
は
…
聴
覚
障
害
者
へ
の
情
報
提

供
手
段
の
一
つ
で
、
話
し
て
い
る
内
容
を
要

約
し
、
文
字
と
し
て
伝
え
る
こ
と
。

　
問 

熊
本
県
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
セ
ン

タ
ー
　
☎
０
９
６（
３
８
３
）５
５
９
５

申

申
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㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）

　熊本県立農業大学校では、大特、けん引免許取得に
向けた講座（農作業安全講座）の受講生を募集します。

◦ 講座の回数・定員

◦ 対象者　次の①②どちらかの要件を満たす人
　①�県内に住んでいる専業農家（１戸１法人の農業生
産法人を含む）か、第１種兼業農家の構成員で年
間 150 日以上自営農業に従事するとともに、大
型特殊車両の農業機械を持っているか利用してい
る人（予定も含む）

　②�県内に住んでいる県内の農業生産組織か農業生産
法人（１戸１法人を除く）などの構成員、従業員、
オペレーターであり、大型特殊車両の農業機械を
運転・操作する業務を担う人

◦ 受講料　無料※運転免許試験受験経費や傷害保険加
入の費用は受講者負担

◦ 申込期間　４月 10日㈪～５月８日㈪
　問 熊本県県北広域本部鹿本地域振興局農業普及・振
興課　☎ (44)2119

講座区分 回数 １回の定員 年間定員
大特 ７回 30 人 210 人

けん引 ４回 24 人 96 人

申

農作業安全講座（大特・けん引）の
受講生を募集します募 集

　「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
の
春
募
集
を
５
月
10
日
㈬
ま
で

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（http://w

w
w.

jica.go.jp/volunteer/index.htm
l

）

問 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本

☎
０
９
６（
３
５
９
）２
１
３
０

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

春
募
集
「
体
験
談
＆
説
明
会
」

募 集

　
農
業
経
営
を
縮
小
す
る
人
な
ど
か
ら
農
地

を
借
り
受
け
、
担
い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。

　「
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸
し
た
い
」「
良

農
地
を
「
貸
し
た
い
人
」「
借
り

た
い
人
」
を
募
集
し
て
い
ま
す

募 集

い
農
地
が
あ
れ
ば
借
り
た
い
」と
い
う
人
は
、

市
や
Ｊ
Ａ
の
担
当
窓
口
、
県
農
業
公
社
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問 

熊
本
県
農
業
公
社

☎
０
９
６（
２
１
３
）１
２
３
４

◦ 

対
象
者
　
①
〜
④
全
て
に
該
当
す
る
人

①�

山
鹿
地
区
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る

こ
と
（
山
鹿
警
察
署
管
内
に
在
住
し
、
免

許
更
新
時
に
交
通
安
全
協
会
費
を
納
め
た

人
）

②�

運
転
免
許
を
取
得
後
、
平
成
29
年
６
月
末

日
現
在
で
、
10
年
、
20
年
、
30
年
、
40
年

以
上
そ
れ
ぞ
れ
経
過
し
て
い
る
人

③�

平
成
29
年
６
月
末
日
か
ら
過
去
３
年
間
に

交
通
違
反
（
違
反
点
数
３
点
以
内
の
軽
微

な
違
反
を
含
む
）
が
な
い
人

④�

過
去
10
年
、
20
年
、
30
年
、
40
年
の
間
に

交
通
事
故
を
お
こ
し
た
り
、
交
通
法
令
に

違
反
し
て
処
分
を
受
け
た
り
し
た
こ
と
の

な
い
人

◦ 

申
し
込
み
方
法
　
免
許
証
、
印
か
ん
を
持

参
し
、
山
鹿
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局

（
山
鹿
警
察
署
内
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。（
受
付
時
間
　
平
日
の
午
前
8
時

半
〜
午
後
5
時
）

◦ 

申
込
期
限
　
５
月
26
日
㈮

問 

山
鹿
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局
（
山
鹿

警
察
署
内
）　
　
　
　�

☎（
43
）１
８
８
７

永
年
無
事
故
運
転
者

表
彰
希
望
者
募
集

募 集
　
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
職
業
訓

練
を
企
業
に
委
託
し
、
県
内
各
地
で
行
っ
て
い

ま
す
。
仕
事
に
必
要
な
技
能
習
得
の
訓
練
を

行
う
と
と
も
に
就
職
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

◦ 

対
象
者
　
障
が
い
の
あ
る
人
（
身
体
、
知

障
が
い
者
委
託
訓
練

受
講
生
募
集

募 集

的
、
精
神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

障
が
い
）

◦ 

訓
練
期
間
　
３
カ
月

◦ 

受
講
料
　
無
料
（
教
材
代
な
ど
は
必
要
）

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
（
求
職
者
）

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
０
９

　
県
立
高
等
技
術
専
門
校
（
在
職
者
）

☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１
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①英語なんて役に立たないよ。
この街で外国人になんて

会わないし。。。

③私は21世紀から来たあなたの姪！21世紀では色々な国々の生徒と英語で
会話ができるのよ。例えばナイジェリア、ドイツ、アメリカ、韓国、台湾、
ブラジル、オーストラリア、ポーランド、アイルランドの生徒などなど。。。

②ソレは間違い！
2020年の東京オリンピックには
世界中から人が来るのよ！

⑤簡単。私たちのクラスではスカイプをつかうのよ。 ④そうなんだ。
どうやって？

４月のさくら湯休館日

４月 19 日 ㈬ （第３水曜日）

開催日 行　事　名 時間 料金

２日㈰ 唄と舞踊の祭典（ひょっとこ会） 午後 無料

９日㈰ （山鹿市山鹿文化協会）
春の唄と踊り夢まつり 午後 無料

12日㈬ 休館日

15 日㈯ 八代亜紀　2017　AIUTA 夜間 有料

※�主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。な
お、各催しのチケット・主催者などのお問い合わせは、八千代
座までどうぞ　問☎ (44)4004

４月

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り定期公演
期日　�４月３日㈪・４日㈫・６日㈭・10日㈪・11 日㈫・13 日㈭・

17 日㈪・18 日㈫・20 日㈭・24 日㈪・25 日㈫・27 日㈭
時間　１日２回（午前 11時・午後２時）
料金　大人 520 円、小中学生 260 円（団体割引あり）

チヨマツ

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
発
生
か
ら
、
間
も
な

く
１
年
が
た
ち
ま
す
。
県
で
は
、
４
月
中
旬

の
約
２
週
間
を
「
復
興
祈
念
ウ
ィ
ー
ク
」
と

し
て
、
県
内
外
で
開
催
さ
れ
る
復
興
祈
念
行

事
な
ど
を
広
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
詳
し

く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w.pref.kum

am
oto.jp/

）

問 

熊
本
県
広
報
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
０
２
７

　
め
の
だ
け
小
学
校
が
４
月
に
開
校
し
ま

す
。
開
校
記
念
式
典
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め

地
域
の
皆
さ
ん
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時
　
４
月
10
日
㈪
　
午
前
11
時

◦ 

場
所
　
め
の
だ
け
小
学
校
体
育
館

問 

教
育
総
務
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
６
３
８

平
成
28
年
熊
本
地
震

復
興
祈
念
ウ
ィ
ー
ク

め
の
だ
け
小
学
校

開
校
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す

催 し

催 し
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◦日時　４月 10日㈪
　　　　午後 1時半～ 4時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

◦日時　４月11日㈫午後１時～４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　毎週月～金曜日
　午前８時半～午後５時 15分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター☎(43)1579

消費生活相談

一人で悩まず、一度相談してみませ
んか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時～正午
◦司法書士相談　午前 10時～正午
◦法律相談
　【山鹿】午前 10時～午後３時
　【鹿北】午前 10時～正午

【山鹿】
　①一般相談　４月７日㈮
　②�司法書士相談（登記関係）
　　４月 21日㈮※要予約
　③法律相談　４月28日㈮※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134

【鹿北】
　①一般相談　４月６日㈭
　②法律相談　４月27日㈭※要予約
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696

【菊鹿】
　①一般相談　４月５日㈬
　②�司法書士相談（成年後見・多重
債務・登記関係）

　　４月 19日㈬※要予約
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060

【鹿本】
　①一般相談　４月４日㈫
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206

【鹿央】
　①一般相談　４月３日㈪
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811
問社会福祉協議会本所��☎ (43)1134

心配ごと相談定例相談
【一般】
①サービス管理責任者　18 万円～
②看護業務（保育園）
　16万 3,600 円～
③作業療法士　21万７千円～
④社会福祉士　15 万５千円～
⑤介護支援専門員　15 万円～
⑥介護職　15 万 400 円～
⑦医療事務　14 万円～
⑧受付事務　12 万 3,840 円～
⑨菓子の品質管理業務
　15 万 8,240 円～
⑩美容師　18 万円～
⑪�ホールスタッフ　23 万円～
⑫�トラック運転手　22 万円～
⑬�金型製造職（経験者）　17 万円～

【パート】
①准看護師　時給 940 円
②介護職（通所）　時給 750 円～
③一般事務　時給 800 円～
④事務　時給 750 円～
⑤市民課窓口業務　時給 950 円
⑥販売員　時給 800 円～
⑦�店内販売・品出し業務　時給730円
⑧�工場内軽作業（成形・プレス）　
時給 750 円～
※�詳細はご来室・ご相談ください。
すでに採用済みの場合もあります。

問 山鹿市地域職業相談室☎(43)1724

仕事の相談はお気軽に

◦�日時　４月５日㈬・12日㈬・
　　　　19日㈬・26日㈬※要予約
　　　　午前 10時～午後３時
◦場所　市役所会議室
◦�持参品　本人確認書類（運転免許
証など）、代理の場合は委任状

問国保年金課　☎ (43)1576

年金出張相談

精神保健指定医に相談できます。
◦日時　４月 13日㈭※要予約
　　　　午後２時～４時
　　　　（毎月第２木曜日）
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ (44)4121

精神保健相談
認知症に関する相談

◦日時　４月 12日㈬・26 日㈬
　　　　午前 10時～正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

相談は無料で、秘密は固く守ります。
お気軽にご相談ください。

◦日時　�４月４日㈫・11日㈫・
　　　　18日㈫・25 日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　市役所福祉課

◦日時　�４月５日㈬・12日㈬・
　　　　19日㈬・26 日㈬
　　　　午前９時～ 11時半
◦場所　山鹿健康福祉センター

◦日時　４月４日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　菊鹿市民センター

◦日時　４月 11日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　鹿央市民センター

◦日時　�４月 18 日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　鹿北市民センター

◦日時　�４月 25 日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　鹿本市民センター
問福祉課障がい福祉係☎ (43)0052

障がい者・児相談
障がいを持つ人が、地域で生活して
いくために必要なことを一緒に考え、
サービスの利用などのお手伝いを行
うために、専門の相談員が支援します。



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。
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＊都合で変更になる場合があります。（鹿本医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

４
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

２日㈰ 吉里医院 / まえはら泌尿器科クリニック 鹿校通薬局 / きらきら薬局

９日㈰ 山鹿中央病院 山鹿岩下薬局

16 日㈰ 星田内科医院 / かもと整形外科医院 山鹿岩下薬局

23 日㈰ 中川医院 / 小林医院 山鹿岩下薬局

29 日㈷ 桑木内科 / やまがクリニック こじか薬局 / まつ薬局 / 山鹿岩下薬局

30 日㈰ 井上小児科医院 / 幸村医院 かおうまち薬局 / 山鹿岩下薬局

試合結果

オムロン19［　　�］26北國銀行12-12
 7-14

・第15戦

オムロン 20［　　�］22ソニーセミコンダクタ 7-11
13-11

・第16戦

オムロン 24［　　�］22三重バイオレットアイリス11-12
13-10

・第17戦

オムロン 21［　　�］13飛騨高山ブラックブルズ岐阜  9- 6
12- 7 

・第18戦

第 41 回 日本ハンドボールリーグ
　第 41 回日本ハンドボールリーグのレ
ギュラーシーズン最終戦となる第 18戦が、
３月５日に岐阜県で開催されました。
　オムロンは９月から行われたレギュラー
シーズンを２位通過。上位４チームで行わ
れるプレーオフへの進出を決めました。

　２月 25日・26日、アクアドームくまもとで、ハンドボー
ル女子日本代表U-22（ヤングおりひめジャパン）とカザフ
スタン代表の国際試合が開催されました。オムロンハンドボー
ル部からは、伊

い じ ち み き

地知美姫選手が選出されています。
　これに伴い、２月17日〜 22日に、山鹿市のオムロン鹿陽
センターで合宿が行われました。選手 16人が参加し、練習
に汗を流しました。
　また 24日には、2019 年に山鹿市を含む県内４会場で開
催される女子ハンドボール世界選手権大会および東京オリン
ピックを目指す世代である選手たちに、女性アスリートのメ
ンタルやコンディショニングなどの講習会が開催されました。

ヤングおりひめトライアルゲームズ
山鹿市で
行われた合宿

カザフスタン戦

▲

▲



問い合わせ先・・・山鹿市地域包括支援センター　☎（43）1077（山鹿健康福祉センター内）
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　安心して暮らせる地域づくりを目指して
　2025 年には、山鹿市の高齢化率（65 歳以上の
人の割合）が、39％（現在 34.8％）に達するこ
とが見込まれています。約 2.5 人に１人が 65 歳
以上の高齢者となり、若い世代の人口減少社会を
迎える中で、これからは介護保険制度、医療制度、
福祉制度といった公的な制度の充実に加え、高齢
者が自らの健康づくりや介護予防に取り組み、社
会参加や社会的役割を持ちながら地域の中でお互
いを支え合い、生き生きと暮らせる地域づくりが

求められています。
　また、将来において人材や財源の確保が課題と
されている中で、持続可能な社会を実現していく
ためには「自

じ

助
じょ

」「互
ご

助
じょ

」「共
きょう

助
じょ

」「公
こう

助
じょ

」のバラ
ンスの取れた地域社会づくりが必要になると考え
られています。
　年を重ねても安心して暮らせる地域づくりを目
指し、市民の皆さんや関係団体と協力して環境づ
くりに取り組んでいきます。

自　助 本人が日頃から健康づくりや介護予防に取り組んだり、病気になったとき
に受診したりするなどの自発的に生活課題を解決する力。

互　助 家族、友人、近隣住民など、関係者同士が助け合い、それぞれの生活課題を、
お互いで解決し合う力（ボランティアなどの支援、地域住民の取り組み）。

共　助 制度化された相互扶助。社会保険制度、医療や年金、介護保険など（住民
の保険料を主な財源にした介護保険・医療保険制度による給付など）。

公　助 自助・互助・共助でも支えられない問題に対して、最終的に対応する制度
（生活困窮に対する生活保護や、虐待問題に対する虐待防止法など）。

●自助・互助・共助・公助のバランスの取れた地域づくりが必要です

持
続
可
能
な　

も
の
に

拡
充
が
必
要



山鹿市地域包括支援センターだより
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　認知症市民フォーラム in やまが 2017

　平成 28 年度成年後見フォーラムを開催しました

　２月 18 日、市民の皆さんに認知症を正しく理
解してもらうことを目的に、八千代座で認知症市
民フォーラムを開催。本フォーラムはことしで
10 周年を迎え、市民や関係者ら 300 人以上が来
場しました。
　山鹿市の認知症地域サポートリーダーさんが肥
後にわか仕立てでフォーラムを構成。来場者も楽
しんでいました。記念講演では、認知症介護研究・
研修東京センターから永田久

く

美
み

子
こ

先生を講師とし
て招き、認知症になっても地域で一緒に、楽

らく

に、
楽
たの

しく支え合いながら生きていくためのお話をし
てもらいました。参加者からは「近所の高齢者の
話し相手になりたい」「自分から勇気をもってご

近所さんとの交流を増やしたい」との声が聞かれ
ました。
　続いて八幡小 4年生が、各学校で行った認知
症サポートリーダー養成講座についての学びを劇
や歌にして発表しました。気持ちのこもった演技
や合唱力は感心させられるものでした。
　今後も「認知症になっても安心して暮らせるま
ちづくり」を目指して、市民の皆さんといっしょ
に認知症への理解を深める取り組みを行っていき
ます。
※�認知症に関するご相談は、地域包括支援セン
ターにお電話ください。

　３月４日、成年後見制度（認知症・知的障がい・
精神障がいなどにより判断能力が十分でない人を
保護・支援する制度）や権利擁護の視点を多くの
人に知ってもらうこうとを目的に、山鹿健康福祉
センターでフォーラムを開催しました。当日は63
人が参加され、司法書士の先生に笑いを交えて分
かりやすく制度の説明をしてもらい、会場も終始
和やかな雰囲気でした。
　参加者からは「これまで成年後見という言葉と

は無縁だったが、興味が持てた。後見人として
活動してみたい」「後見人がいても、一番は本人
の意思を尊重する
ことが大事だと感
じた。また開催し
てほしい」という
意見が聞かれまし
た。

フィナーレ

認知症サポートリーダーの肥後にわか 永田先生の講演 八幡小４年生の発表

フォーラムの様子
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QR コード

応募時に３歳以下のお子さんを紹介するコーナーです。きょうだいなど複数人で写っている場合、３
歳以下のお子さんがいれば掲載できます（１人１回）。掲載を希望する人は、写真（データも可）とメッ
セージ・住所・氏名・生年月日を書いて、山鹿市役所秘書企画課へ郵送するか持参してください。
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■人の動き
人口 64 人減りました 53,529 人
男性 29 人減りました 25,229 人
女性 35 人減りました 28,300 人
世帯数 13 世帯増えました 21,654 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,352 人
15歳〜64歳 53.2 ％ 28,497 人
65歳〜 34.9 ％ 18,680 人

２月末現在 (増減は前月末比 )

♡メッセージ
お掃除大好き想太です！

♡メッセージ
乗り物が大好きな仲良しきょうだいです。

（H26.12.25 生まれ）
古閑（山鹿）

　 まえだ　　　こうたろう

前田　昂太郎ちゃん
（H23.12.7 生まれ）

古閑（山鹿）

　  まえだ　　　ちひろ

前田　千紘ちゃん

（H27.12.6 生まれ）
木野（菊鹿）

　 いのくち　　 そうた

井口　想太ちゃん

やまが職業相談総合センター
　市内３カ所に分かれていた職業相談窓口が、県鹿本総合庁舎（市役所北側）
１階に「やまが職業相談総合センター」として、平成 28年 10月にオープン
しました。それぞれの機関が相談者の個人情報を保護しつつ連携することで、
相談者の状況に応じた就労を支援します。

山鹿市地域職業相談室
☎ (43)1724

ジョブカフェ鹿本ブランチ
☎ (44)7520

高齢者無料職業相談所
鹿本相談所　☎ (43)6542

開設日時　
�平日の午前８時半〜午後５時
（祝日、年末年始は休み）
業務内容
�求人検索パソコンを設置。求人情
報の閲覧・印刷ができるほか、相
談員が職業相談や紹介をします。

開設日時
�平日の午前 10時〜午後５時（予
約制。祝日、年末年始は休み）
業務内容
�職業相談のほか、履歴書作成支援・
面接対策・職業紹介などを行いま
す。

開設日時
月・水・金の午前 10時〜午後４
時（祝日、年末年始は休み）
業務内容
 おおむね 65歳以上の人に、希望
と能力に応じた仕事を
紹介します。

就職でお悩みの人はご相談を！

◦平成 29 年４月から、若者サポートステーション相談（厚生労働省認定事業）を県鹿本総合庁舎内で開設しています。
　開設日時　火曜日の午前 10 時〜午後４時　☎ (74)0007

問商工観光課　☎ (43)1579


